
6
2012

特集ＩＴ先端技術の働く農業ＩＴ先端技術の働く農業



特　集

情報戦略レポート

経営紹介

シリーズ・その他

撮影：永田 博義
岐阜県郡上市白鳥町
２００１年５月撮影

棚田の田植え
■山々に囲まれた棚田群。この山奥を立派に開拓した先人の苦労に
思いをはせる。一人静かに田植えをする彼もまた、この美しい景観や暮
らしを守る棚田の役割を後世に伝承する者である■

ＩＴ先端技術の働く農業
ロボット農業実用化に向けての課題は何か
野口 伸
省力化の革新的技術として農業ロボットが注目されている。田植えから
収穫まで一連の営農に活用するロボットの実用化の展望と課題を探る

フィールドサーバを利用して生産性向上を
平藤 雅之
ほ場の生育環境をネット経由でリアルタイムにモニタリングするフィールド
サーバ。収集された膨大なデータは生産性の向上にどう活かされるのか

農業景況ＤＩ3年ぶり改善 震災の影響依然残る
―平成23年農業景況調査―

脱サラでこだわりブドウ生産
有名ソムリエからも高評価／長野県
楠わいなりー株式会社
海外赴任を機にワインづくりに興味を持ち、持ち前の行動力で脱サラ、就農
した楠社長。念願のブドウ生産からワイン醸造の一貫体制を構築し、夢に挑む

内山 利之／千葉県
有限会社ジェリービーンズ

「元気豚」は食べた人に元気を与える豚肉として好評。ブランド戦略と安全・
安心な食品づくりへのこだわりが両輪となった経営手法が成功のポイントだ

最先端情報システム活用で変わる日本農業
西口 修
分散錯ほでの作業効率化や人工衛星画像解析による収穫適期の把握が

ＩＴ活用のシステムで実用化。最先端営農の現状と展望をリポートする

3

7

15

23

27

11

経営紹介

変革は人にあり

＊本誌掲載文のうち、意見にわたる部分は、筆者個人の見解です。

観天望気
命をつなぐ、食というもの　石田 秀輝	 2

農と食の邂逅
スイーツ＆ジェラテリア バロック　伊藤 えりか	 19
青山 浩子

耳よりな話　123
有望な茶品種への転換　袴田 勝弘	 22

主張・多論百出
公益財団法人21あおもり産業総合支援センター	 25
加藤 哲也

フォーラムエッセイ
おコメマニア　はなわ	 30

まちづくり むらづくり
地域の活性化を目指すチョウザメ養殖	 31
西府 稔也

書　評
白須 敏朗著『東日本大震災とこれからの水産業』	 34
村田 泰夫

インフォメーション・農林水産省からのお知らせ
新たな農業経営指標を策定しました！	 35
山口 英彰

みんなの広場・編集後記	 37

東日本大震災により被災された皆さまへの
支援策について	 38

6
2012



2　AFCフォーラム 2012・6

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
東
日
本
大
震
災
、そ
こ
で
起
こ
っ
た
こ
と
。そ
れ

は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
停
止
、イ
ン
フ
ラ
の
寸
断
、食
料
生
産
現
場
の
壊

滅

―
こ
れ
が
私
の
認
識
で
あ
る
。そ
し
て
、そ
れ
は
こ
の
ま
ま
何
も
し
な

け
れ
ば
、二
〇
三
〇
年
ご
ろ
起
こ
り
得
る
地
球
環
境
問
題
で
も
あ
っ
た
。

二
〇
年
早
く
、二
〇
三
〇
年
を
見
て
し
ま
っ
た
と
も
言
え
る
。
東
日
本
大

震
災
は
、改
め
て
わ
れ
わ
れ
に
問
う
て
い
る
。そ
れ
は
、地
球
環
境
問
題
と

は
何
か
、人
が
豊
か
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、そ
し
て
、

そ
の
た
め
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
べ
き
か
を

―
。

東
北
地
方
は
あ
ら
ゆ
る
日
本
の
食
の
宝
庫
で
あ
る
。そ
れ
が
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、行
政
か
ら
も
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
、そ
の

危
機
感
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。な
ぜ
か
、そ
こ
に
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
を「
お
金
」

と
い
う
物
差
し
で
し
か
測
ら
な
い
現
実
が
あ
る
。一
次
産
業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率

は
た
っ
た
一・二
％
で
あ
る
。
そ
の
一
部
が
被
害
に
遭
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

大
し
た
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。食
が
無
け
れ
ば
二
次
産
業
も
三
次
産
業

も
成
立
し
な
い
。食
は
お
金
と
い
う
物
差
し
だ
け
で
測
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

二
〇
一
〇
年
に
Ｉ
Ｅ
Ａ（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）が
、オ
イ
ル
ピ
ー
ク
を

す
で
に
迎
え
て
い
た
こ
と
を
認
め
た
。こ
れ
か
ら
は
、確
実
に
原
油
価
格
は

上
昇
し
て
ゆ
く
。日
本
は
一
人
当
た
り
約
七
〇
〇
〇
㌧
・
㌔
メ
ー
ト
ル
と

突
出
し
て
い
る
フ
ー
ド
・マ
イ
レ
ー
ジ
を
有
す
る
。
輸
入
相
手
先
も
気
候

変
動
、経
済
的
な
発
展
の
影
響
で
急
激
に
輸
出
余
力
が
低
下
し
つ
つ
あ
る

中
で
、い
つ
ま
で
食
料
を
輸
入
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

で
は
、耕
作
放
棄
地
で
食
料
生
産
を
始
め
れ
ば
、こ
の
問
題
は
解
決
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。バ
ー
チ
ャ
ル･

ウ
オ
ー
タ
ー（
輸
入
食
料
を
国
内
生
産
す
る

と
仮
定
し
た
場
合
に
必
要
な
水
の
量
）は
約
五
〇
〇
㌧
／
人
も
あ
る
と
い
う
。

単
純
に
水
だ
け
を
考
え
て
も
、現
在
使
用
し
て
い
る
量
の
約
一・八
倍
が
必

要
に
な
る
計
算
で
あ
る
。果
た
し
て
そ
の
水
が
こ
の
国
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

す
で
に
、多
く
の
国
が
食
料
生
産
基
地
を
海
外
に
求
め
始
め
て
い
る
。

日
本
は
何
を
考
え
、ど
こ
に
進
む
の
か
、震
災
復
興
の
た
め
に
も
、そ
の
方

向
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
れ
は
、お
金
と
い
う
物
差
し
だ

け
で
近
代
国
家
の
頂
点
に
立
っ
た
、こ
の
国
の
脱
近
代
化
へ
の
新
し
い
指
針

づ
く
り
で
も
あ
る
。

命をつなぐ、食というもの

東北大学大学院環境科学研究科 教授

石田 秀輝
いしだ　ひでき
2004年㈱INAX（現LIXIL）取締役CTOを経て現職。工学
博士。ものづくりのパラダイムシフトに向けて、自然を賢く
活かす新しいものづくりとして『ネイチャー･テクノロジー』
を提唱。地球村研究室代表、ネイチャーテック研究会
代表などを務める。『ヤモリの指から不思議なテープ』監修

（アリス館、2011）ほか、著書多数。
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急
速
に
高
ま
る
ロ
ボ
ッ
ト
ニ
ー
ズ

わ
が
国
の
食
料
生
産
基
盤
は
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱で

あ
り
、食
料
自

給
率（
熱
量
ベ
ー
ス
）は
四
〇
％
に
過
ぎ
ず
、先
進
諸
国

の
中
で
最
低
の
数
値
で
あ
る
。日
本
政
府
は
二
〇
二
〇

年
ま
で
の
目
標
食
料
自
給
率
を
五
〇
％
に
設
定
す
る
。

一
方
で
、総
農
家
数
は
一
九
九
〇
年
に
は
四
八
二
万

戸
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、二
〇
一
〇
年
に
は
二
六
〇
万

戸
と
過
去
二
〇
年
間
で
五
四
％
に
ま
で
激
減
し
た
。
加

え
て
、農
村
地
域
で
は
、若
年
層
の
流
出
に
よ
り
、一
〇

年
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
は
六
五・八
歳

に
な
り
、労
働
力
不
足
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、農
産
物
の
輸
入
自
由
化
が
進
む
中
で
、

国
際
競
争
力
を
確
保
す
る
た
め
に
、一
層
の
品
質
の
向

上
や
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、国
内
農
業
の
構
造
改
革
と
併

せ
て
、農
業
生
産
の
新
た
な
技
術
形
成
に
対
し
て
革
新

的
な
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、農
業
経
営
の
経
済
的
な
採

算
性
に
適
合
す
る
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
化
を
含
め
た
超
省

力
技
術
の
開
発
が
、日
本
農
業
を
持
続
的
に
維
持
・
発

展
さ
せ
る
上
で
必
須
で
あ
る
。

ま
た
、日
本
農
業
が
抱
え
て
い
る
労
働
力
不
足
は
、

米
国
、Ｅ
Ｕ
な
ど
諸
外
国
で
も
同
様
で
、国
際
的
に
農

業
生
産
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
。

そ
こ
で
、本
稿
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
農
業
の
実
用
化
に
向

け
た
取
り
組
み
と
今
後
の
課
題
を
考
え
て
み
た
い
。

農
水
省
も
研
究
開
発
に
踏
み
出
す

二
〇
一
〇
年
六
月
か
ら
農
林
水
産
省
の
委
託
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究「
農
作
業
の
軽
労
化
に
向
け
た
農
業
自

動
化
・
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」が
五
カ
年
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
に「
稲
麦
大
豆
作
等
土
地
利

用
型
農
業
に
お
け
る
自
動
農
作
業
体
系
化
技
術
の
開

発
」と
い
う
土
地
利
用
型
農
業
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
開
発
を
行
う
研
究
課
題
も
あ
り
、中
核
機
関
は

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
で
、私
が
研
究
開

発
責
任
者
を
務
め
て
い
る
。

共
同
研
究
機
関
に
京
都
大
学
農
学
研
究
科
、農
業
・

食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構（
中
央
農
業
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
・
北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
・
近
畿
中

国
四
国
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
・
生
物
系
特
定
産
業
技
術

研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
）、企
業
か
ら
は
ヤ
ン
マ
ー
株
式
会

社
、株
式
会
社
日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、株
式
会
社
ト

プ
コ
ン
、ボ
ッ
シ
ュ
株
式
会
社
が
参
画
し
て
い
る
。

研
究
課
題
で
は
稲
麦
大
豆
作
な
ど
の
土
地
利
用
型

ロ
ボ
ッ
ト
農
業
実
用
化
に
向
け
て
の
課
題
は
何
か

農
業
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
、ロ
ボ
ッ
ト
が
脚
光
を
浴
び
る
時
代
と
な
っ
て
き

た
。部
分
的
な
作
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、今
や
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
一
連
の
作
業

に
活
用
し
、実
用
化
に
移
す
動
き
が
進
ん
で
き
て
い
る
。そ
こ
で
、導
入
に
伴
う

安
全
面
や
経
営
面
で
の
課
題
は
何
か
を
探
っ
て
み
た
。

特
集　
Ｉ
Ｔ
先
端
技
術
の
働
く
農
業

北海道大学大学院農学研究院 教授

野口 伸 Noboru Noguchi

のぐち　のぼる
1961年山口県出身。90年北海道大学大学院農学研究科
博士課程修了。97年助教授を経て、2004年現職。現在、
中国農業大学、華南農業大学、西北農林科技大学の客員
教授。日本学術会議食料科学委員会委員長、日本生物環
境工学会会長などを務める。
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特集　ＩＴ先端技術の働く農業

農
業
に
お
い
て
、耕
う
ん
、整
地
、播
種
、施
肥
、防
除
、

除
草
、収
穫
と
い
っ
た
一
連
の
作
業
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
っ

て
安
全
に
遂
行
で
き
る
農
作
業
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を

開
発
す
る
。
図
１
に
開
発
シ
ス
テ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
を
示

し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
は
、北
海
道
な
ど
の
大
規
模
農
業

へ
の
適
用
の
み
な
ら
ず
、都
府
県
に
展
開
し
て
い
る
分

散
錯
ほ
型
農
業
に
も
適
用
で
き
、導
入
効
果
を
発
揮

す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
こ
で
機
械
コ
ス
ト
、想
定
さ
れ
る
利
用
形
態
な
ど

を
考
慮
し
て「
大
規
模
農
業
」「
分
散
錯
ほ
型
農
業
」そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、ロ
ボ
ッ
ト
農
作
業
体
系
モ
デ
ル
を
構

築
す
る
。さ
ら
に
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
経
営
的
評
価
と
そ

れ
ぞ
れ
に
最
適
な
営
農
モ
デ
ル
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、ロ
ボ
ッ
ト
導
入
効
果
を
最
大
化
で
き
る
経
営
組

織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、提
言
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ

る
。
以
下
に
本
研
究
課
題
の
具
体
的
な
開
発
目
標
を

示
す
。

走
行
精
度
は
わ
ず
か
10
セ
ン
チ

ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
、田
植
え
ロ
ボ
ッ
ト
、ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
バ
イ
ン
、そ
し
て
各
種
ロ
ボ
ッ
ト
用
作
業
機
を
開

発
す
る
。
開
発
す
る
全
て
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
共
通
し
た
航

法
セ
ン
サ
を
使
用
し
て
、走
行
精
度
は
横
方
向
偏
差
で

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
一
〇
㌢
メ
ー
ト
ル
、作
業
速
度
も
慣
行

の
有
人
作
業
と
同
等
に
行
え
る
も
の
を
目
指
す
。

こ
れ
ら
ロ
ボ
ッ
ト
は
障
害
物
検
出
セ
ン
サ
ー
を
装
備

し
て
お
り
、自
動
作
業
中
に
人
や
障
害
物
を
検
出
し
て

ア
ラ
ー
ム
、一
時
停
止
、待
機
な
ど
適
切
な
行
動
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、作
業
従
事
者
一
人
当
た
り
の
作
業
面
積
を

飛
躍
的
に
増
加
さ
せ
る
た
め
に
、地
域
内
で
複
数
の
ロ

ボ
ッ
ト
が
同
時
に
作
業
で
き
る
シ
ス
テ
ム
設
計
を
行
う
。

特
に
小
型
ほ
場
が
点
在
し
て
い
る
分
散
錯
ほ
の
環
境

下
で
は
、複
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
同
時
に
作
業
で
き
る
体

制
が
作
業
能
率
向
上
の
観
点
か
ら
望
ま
し
い
。

こ
の
研
究
課
題
で
は
管
理
セ
ン
タ
ー
一
人
、現
地
担

当
一
人
の
計
二
人
で
四
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
同
時
作
業
を

管
理
で
き
る
こ
と
や
、大
規
模
農
業
に
お
い
て
耕
う
ん
、

整
地
、代
か
き
な
ど
ロ
ボ
ッ
ト
が
昼
夜
を
問
わ
ず
二
四

時
間
連
続
作
業
で
き
る
こ
と
な
ど
も
実
証
す
る
。

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
完
備
型

ま
た
、作
業
管
理
者
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
作
業
計
画
を
作

成
し
、作
業
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
で
き
、さ
ら
に
ロ
ボ
ッ
ト

の
作
業
履
歴
を
記
録
で
き
る
統
合
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
作
業

管
理
シ
ス
テ
ム
も
開
発
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

当
然
、こ
の
技
術
は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
適
用

で
き
る
も
の
で
、生
産
物
の
安
全
性
の
信
頼
度
向
上
に

寄
与
す
る
。ま
た
、農
薬
・
肥
料
な
ど
資
材
の
補
給
、収

穫
物
排
出
の
必
要
性
や
自
動
作
業
中
の
障
害
物
の
検

出
な
ど
も
管
理
セ
ン
タ
ー
で
モ
ニ
タ
ー
で
き
、迅
速
に

適
切
な
対
応
が
で
き
る
。

現
在
、こ
の
研
究
課
題
は
五
カ
年
の
研
究
期
間
の
う

ち
、二
年
目
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、前
半
三

図１　農林水産省プロジェクト「稲麦大豆作等土地利用型農業に
おける自動農作業体系化技術の開発」のイメージ

現場担当者

ロボットトラクター

ロボットコンバイン・田植機

作業情報取得

情報
交換

無線 LAN
パケット通信

管理
センター

▲

流通業者

▲

農協

▲

共同乾燥
　施設

▲

農家
ロボット作業
管理システム
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年
間
は
個
別
技
術
を
開
発
し
、後
半
二
年
間
は
地
域
に

お
け
る
実
証
試
験
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

図
２
に
示
し
た
よ
う
に
、す
で
に
個
別
技
術
と
し
て

ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー（
北
海
道
大
学
、生
研
セ
ン
タ
ー
）、

田
植
え
ロ
ボ
ッ
ト（
中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）、

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
バ
イ
ン（
京
都
大
学
、中
央
農
業
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
、ヤ
ンマ
ー
）が
完
成
し
つつ
あ
る
。

各
種
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
す
る
機
械
も
同
様
の
進
捗

状
況
に
あ
る
。位
置
計
測
に
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
高
精
度

（
誤
差
二
㌢
メ
ー
ト
ル
程
度
）に
位
置
決
定
が
可
能
な
Ｒ

Ｔ
Ｋ‐Ｇ
Ｐ
Ｓ（Real-Tim

e Kinem
atic GPS

）を
、姿
勢

角
計
測
に
慣
性
計
測
装
置（Inertial M

easurem
ent 

U
nit; IM

U

）を
使
用
し
て
い
る
。

ま
た
、前
述
し
た
よ
う
に
個
々
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
航
法
セ

ン
サ
を
共
通
に
す
る
こ
と
で
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
戦
略

を
取
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、田
植
え
と
収
穫
が
同
時
に
行
わ
れ
る
わ

け
が
な
い
の
で
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
航
法
セ
ン
サ
が
共
通
化
で

き
れ
ば
、ロ
ボ
ッ
ト
間
で
使
い
回
し
が
で
き
、ロ
ボ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
の
低
コ
ス
ト
化
に
寄
与
す
る
。

走
行
性
能
は
世
界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

わ
れ
わ
れ
が
開
発
し
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
の

場
合
、耕
う
ん
、播
種
、中
耕
、防
除
、そ
し
て
収
穫
ま

で
の
全
作
業
を
無
人
化
で
き
、走
行
誤
差
は
三
㌢
メ
ー

ト
ル
程
度
で
あ
る
。こ
の
走
行
性
能
は
世
界
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

現
在
、ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
は
米
国
・
欧
州
・
中
国
・

韓
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で
開
発
中
で
あ
り
、こ
れ
ら
の
国

で
は
農
作
業
の
無
人
化
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

そ
こ
で
、わ
れ
わ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
開
発
技

術
の
国
際
市
場
投
入
を
念
頭
に
置
き
、さ
ら
に
要
素

技
術
の
共
通
化
を
図
る
こ
と
で
製
造
コ
ス
ト
の
削
減
を

目
指
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
可
能
な
限
り
国
際
規
格

（ISO
11783

）に
準
拠
さ
せ
て
国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
投

入
す
る
戦
略
で
あ
る
。

他
方
、日
本
国
内
に
お
い
て
ロ
ボ
ッ
ト
農
業
の
実
用

化
を
進
め
る
上
で
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、ロ
ボ
ッ
ト
の

経
済
性
評
価
で
あ
る
。
慣
行
の
作
業
体
系
と
比
較
し

た
経
済
性（
機
械
経
費
の
増
加
、労
働
時
間
な
ど
）の

評
価
を
行
っ
た
上
で
、最
適
な
ロ
ボ
ッ
ト
農
作
業
体
系

モ
デ
ル
を
提
案
す
る
必
要
が
あ
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
農
業
に
つ
い
て
は
創
成
期
で
あ
る
た
め
、農

業
経
営
学
的
な
分
析
が
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

こ
で「
大
規
模
農
業
」「
分
散
錯
ほ
型
農
業
」そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
経
営
学
研
究
者
に
こ
の
経
営
的
側
面
か
ら
の

分
析
を
お
願
い
し
て
い
る
。

農
業
ロ
ボ
ッ
ト
は
、安
全
性
が
重
要
な
性
能
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
人
間
を
含
め
た
障

害
物
の
認
識
機
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
使
用
者
の
安
全
に
配
慮

し
た
自
己
診
断
機
能
な
ど
が
最
低
限
必
要
な
機
能
で

あ
る
。

既
存
技
術
応
用
し
低
コ
ス
ト
化

こ
の
研
究
課
題
の
中
で
は
、障
害
物
検
出
セ
ン
サ
ー

の
開
発
と
農
業
ロ
ボ
ッ
ト
の
安
全
基
準
の
策
定
を
進
め

て
い
る
。
障
害
物
検
出
セ
ン
サ
ー
は
当
然
低
コ
ス
ト
で

あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
も
の
の
、農
業
分
野
の
市
場

規
模
は
他
産
業
と
比
べ
て
小
さ
い
こ
と
か
ら
新
規
開
発

し
た
場
合
、セ
ン
サ
ー
価
格
が
高
く
な
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、可
能
な
限
り
異
種
産
業
で
使

わ
れ
て
い
る
既
存
技
術
を
適
用
す
る
努
力
が
必
要
と
な

る
。そ

こ
で
、自
動
車
用
障
害
物
検
出
セ
ン
サ
ー
を
商
品

化
し
て
い
る
ボ
ッ
シ
ュ
が
自
動
車
用
セ
ン
サ
ー
を
有
効

に
活
用
し
て
、農
業
ロ
ボ
ッ
ト
用
障
害
物
検
出
セ
ン
サ

ー
を
開
発
し
て
い
る
。

図
３
の
障
害
物
検
出
セ
ン
サ
ー
は
開
発
中
の
も
の

で
、農
業
ロ
ボ
ッ
ト
の
安
全
評
価
と
リ
ス
ク
分
析
結
果

に
基
づ
い
て
セ
ン
サ
ー
仕
様
を
決
定
し
た
。
機
体
の
全

方
向
の
安
全
性
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、自
動
車
用
の

レ
ー
ダ
ー
、超
音
波
セ
ン
サ
ー
、イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー

を
組
み
合
わ
せ
た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
セ
ン
サ
ー
で
あ

る
。今

後
、こ
の
セ
ン
サ
ー
を
実
際
の
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク

タ
ー
や
田
植
え
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
搭
載
し
て
、実
作
業

時
の
性
能
を
評
価
す
る
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、二
〇
一
三
年
度
か
ら
の
地
域
に
お
け
る
実

ロボット農業実用化に向けての課題は何か

図２　プロジェクトにおいて開発中のロボット

ロボットトラクター（北海道大学）

ロボットコンバイン（中央農研）

田植えロボット（中央農研）

RTK-GPS
アンテナ

GPSコンパス

パソコン PLC

RTK-GPS受信機
VRS
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特集　ＩＴ先端技術の働く農業

証
試
験
に
つ
い
て
は
、「
大
規
模
農
業
」「
分
散
錯
ほ
型

農
業
」そ
れ
ぞ
れ
モ
デ
ル
地
域
を
設
定
し
て
地
方
自
治

体
と
の
連
携
の
下
、実
施
す
る
方
向
で
準
備
作
業
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

準
天
頂
衛
星
利
用
に
課
題
残
す

準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム（
Ｑ
Ｚ
Ｓ
Ｓ
…Q

u
asi-

Zenith Satellites System

）は
、常
に
日
本
の
天
頂

付
近
に
一
機
の
衛
星
が
見
え
る
よ
う
に
、軌
道
設
計
さ

れ
た
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、二
〇
一
〇
年
代
後

半
に
は
四
機
体
制
、そ
の
後
は
米
国
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
に

依
存
し
な
い
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
が
確
立
で
き
る
七
機

体
制
ま
で
拡
充
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
の
機
能
は
、高
仰
角
か
ら
航

法
信
号（
軌
道
情
報
お
よ
び
時
刻
情
報
）を
提
供
す
る

「
補
完
機
能
」と
、測
位
精
度
を
向
上
さ
せ
る
補
強

信
号（
Ｌ
Ｅ
Ｘ
信
号
）を
送
信
す
る「
補
強
機
能
」が
あ

る
。前

者
は
山
間
部
や
ビ
ル
の
陰
な
ど
十
分
に
可
視
衛
星

数
が
確
保
で
き
な
い
場
所
に
お
い
て
測
位
が
可
能
に
な

り
、後
者
は
Ｌ
Ｅ
Ｘ
信
号
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、㌢

メ
ー
ト
ル
単
位
の
測
位
精
度
を
実
現
す
る
。

現
在
、わ
れ
わ
れ
は
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
に
対
す

る
準
天
頂
衛
星
の
有
効
性
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
共
同

研
究
を
行
っ
て
い
る
。「
補
完
機
能
」に
つ
い
て
は
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）、「
補
強
機
能
」に
つ

い
て
は
衛
星
測
位
利
用
推
進
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）と

実
施
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｘ
受
信
機
を
搭
載
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
走
行
を
行
っ

た
結
果
、走
行
誤
差
も
三
～
五
㌢
メ
ー
ト
ル
程
度
と

現
行
の
携
帯
端
末
を
使
用
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
Ｒ
Ｔ

Ｋ‐Ｇ
Ｐ
Ｓ
並
み
の
精
度
で
走
行
で
き
る
こ
と
や
、準
天

頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
の
農
業
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
有
効
性
を
明
ら

か
に
し
た
。

今
後
は
、農
林
水
産
省
の
委
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

で
も
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
開

発
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
。

安
全
性
評
価
や
安
全
基
準
も
必
要

ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
に
は
技
術
的
問
題
に
と
ど
ま
ら

ず
、制
度
の
整
備
も
重
要
な
課
題
で
、ロ
ボ
ッ
ト
の
安
全

性
評
価
と
安
全
基
準
の
策
定
、社
会
的
受
容
形
成
の

検
討
も
必
要
で
あ
る
。

そ
の
上
で
市
民
公
開
の
実
演
会
・
実
証
試
験
は
、企

業
―
研
究
機
関
―
行
政
―
農
業
者（
市
民
）の
連
携
に

よ
り
実
行
さ
れ
、社
会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
に
資
す
る

重
要
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
わ
れ
わ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、表
１
に
示
し
た
よ
う
に
二
〇
一
〇
年
は
五
月
一
二

日
に
つ
く
ば
市
、一
一
月
二
六
日
に
士
別
市
、一
一
年
は

五
月
三
〇
日
に
湧
別
町
、一
一
月
八
日
に
帯
広
市
で
市

民
公
開
の
実
証
試
験
を
行
っ
た
。こ
れ
ら
の
実
証
試
験

は
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、試
験
を
実
施
し
た

地
域
で
は
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。

今
年
も
地
域
の
要
望
で
、五
月
下
旬
に
士
別
市
で
大

区
画
水
田
に
お
け
る
代
か
き
作
業
や
、九
月
に
十
勝
地

域
で
ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
が
協
働
で
小
麦
の
種
ま
き
作
業

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
、わ
れ
わ
れ
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
進
化
を
ぜ

ひ
多
く
の
人
に
見
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、ロ
ボ
ッ
ト
農
業

の
機
運
を
高
め
た
い
。そ
し
て
、世
界
に
先
立
っ
て
ロ
ボ

ッ
ト
農
業
の
実
用
化
・
普
及
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。	

1.75m

3.
9m

人走行速度：
1.67m/s（歩き）

農機の最大直進
速度：2m/s

0.5m

10m

5m

3.5m

3.5m

■警告領域
■停止領域

BOSCH

BOSCH

レーダー

カメラ

超音波
センサー

図３　障害物検出センサーの開発 <ボッシュ＞

表１　地域におけるロボット作業の公開実証試験
つくば市

2010年5月12日
参加者：35名

田植えロボットによる無人移植作業

士別市
2010年11月26日
参加者：200名

車輪ロボットトラクター・クローラ
ロボットトラクターによる無人作業

湧別町
2011年5月30日
参加者：180名

車輪ロボットトラクターによる施肥播種作業
と作業管理システムによるモニター

帯広市
2011年11月8日
参加者：250名

車輪ロボットトラクター・クローラロボット
トラクターの2台のロボットによる作業と作
業管理システムによるモニター
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今
や
生
産
デ
ー
タ
管
理
は
必
須

農
業
は
、時
間
を
か
け
て
生
物
を
生
産
す
る
産
業
で

あ
り
、生
産
量
や
品
質
は
気
温
、日
射
量
、土
壌
水
分

な
ど
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
。
適
切
な
生
産
管
理

や
収
益
増
の
た
め
に
は
、こ
れ
ら
環
境
デ
ー
タ
と
収
量

デ
ー
タ
な
ど
の
履
歴
か
ら
最
適
な
施
肥
量
や
作
業
時

期
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、農
業
は
一
年
に
一
回
し
か
経
験
で
き
な

い
。
農
業
を
三
〇
年
や
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
で
も
、た
っ
た

三
〇
回
し
か
経
験
で
き
て
い
な
い
。工
場
で
い
え
ば
、生

産
ラ
イ
ン
で
製
品
を
三
〇
台
組
み
立
て
た
だ
け
の
新
人

と
同
じ
で
あ
る
。

農
業
の
生
産
現
場
は
工
場
よ
り
も
は
る
か
に
複
雑

で
、し
か
も
多
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、大
規
模
畑
作

農
業
で
は
連
作
障
害
を
避
け
る
た
め
に
輪
作
を
し
て
い

る
。こ
の
た
め
、前
に
作
付
け
し
た
前
歴
と
の
関
係
や

作
業
の
競
合
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
時
に
、日
々
の
意
思
決
定
も
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。

ど
こ
の
ほ
場
で
何
を
栽
培
し
、そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ

う
な
生
育
状
況
で
あ
る
か
を
把
握
し
、気
象
条
件
に
応

じ
て
作
業
計
画
を
立
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

近
年
、農
業
機
械
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
収
量
セ
ン
サ
な
ど
を

比
較
的
簡
単
に
搭
載
で
き
る
よ
う
に
な
り
、収
量
分
布

な
ど
を
測
定
で
き
る
。ま
た
、可
変
施
肥
制
御
と
組
み

合
わ
せ
る
と
施
肥
量
も
把
握
で
き
る
。

し
か
し
、厄
介
な
の
は
環
境
デ
ー
タ
を
ど
う
す
る
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。こ
ま
め
に
、ほ
場
を
見
て
ま
わ
っ
て

も
、土
壌
水
分
や
土
壌
温
度
な
ど
の
環
境
条
件
は
分
か

ら
な
い
。ほ
場
が
遠
い
場
合
や
多
数
の
ほ
場
が
分
散
し

て
い
る
と
き
、そ
の
環
境
条
件
や
作
物
の
様
子
な
ど
に
つ

い
て
、た
と
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、労
働
時
間
の
節

約
に
な
る
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
灌
水
制
御
も

ま
た
、測
定
し
た
土
壌
水
分
な
ど
の
デ
ー
タ
を
蓄
積

し
、そ
の
変
化
を
グ
ラ
フ
と
し
て
眺
め
た
り
、収
量
や
病

害
虫
の
発
生
な
ど
と
の
関
係
を
解
析
し
て
、収
量
予
測

や
病
害
虫
発
生
予
測
を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、生
産

性
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

こ
ん
な
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。ミ
カ
ン
な
ど
の
か

ん
き
つ
類
を
栽
培
し
て
い
る
果
樹
園
は
急
峻
な
傾
斜
地

が
多
い
。
糖
度
が
高
い
高
品
質
な
果
実
を
生
産
す
る
に

は
、土
壌
水
分
や
果
樹
の
樹
体
水
分
を
適
切
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
が
、一
日
に
何
回
も
斜
面
を

上
り
下
り
し
な
が
ら
葉
の
様
子
を
見
て
、灌
水
用
バ
ル

ブ
の
開
閉
を
す
る
作
業
は
重
労
働
で
あ
る
。
高
齢
化
の

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
を
利
用
し
て
生
産
性
向
上
を

気
温
や
日
射
量
、土
壌
水
分
な
ど
の
環
境
デ
ー
タ
の
活
用
が
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営

に
は
不
可
欠
に
な
り
そ
う
だ
。ほ
場
の
生
育
環
境
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
が
収
集
す
る
膨
大
な
デ
ー
タ
の
活
用
で
、

さ
ら
な
る
生
産
性
向
上
も
決
し
て
夢
で
は
い
。

独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究
機構 北海道農業研究センター
芽室研究拠点畑作研究領域長

平藤 雅之 Masayuki Hirafuji

ひらふじ まさゆき
1983年東京大学農学系研究科（現在、農学生命科学研
究科）修士課程修了。95年農学博士（東京大学）。（独）
農研機構のフィールドモニタリング研究チーム・チーム長
を経て、2011年より現職。筑波大学大学院教授（併任）。
フィールドサーバ、生物環境の計測制御などを研究。

特
集　
Ｉ
Ｔ
先
端
技
術
の
働
く
農
業
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特集　ＩＴ先端技術の働く農業

進
行
と
と
も
に
、こ
の
よ
う
な
栽
培
管
理
を
す
る
の
は

年
々
、困
難
に
な
っ
て
い
る
。

果
樹
生
産
や
施
設
園
芸
で
は
品
質
が
収
益
に
直
結

す
る
た
め
、土
壌
水
分
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
、灌
水
制
御
を
遠
隔
的
に
行
え
る
よ
う
に
な
れ

ば
、間
違
い
な
く
生
産
性
が
向
上
す
る
だ
ろ
う
。

そ
の
場
合
、消
費
者
に
は
カ
メ
ラ
を
通
し
て
、安
全
・

安
心
な
農
作
物
を
生
産
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
直
接
見
て

も
ら
う
こ
と
も
で
き
る
。
同
時
に
、不
法
投
棄
や
盗
難

な
ど
の
防
止
が
で
き
る
と
、さ
ら
に
便
利
で
あ
る
。

無
人
観
測
ロ
ボ
ッ
ト
に
着
目
を

こ
れ
ら
課
題
を
克
服
し
、で
き
る
だ
け
簡
便
に
農
作

業
が
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、わ
れ
わ
れ
は
フ
ィ
ー

ル
ド
サ
ー
バ
と
い
う
新
兵
器
を
開
発
し
た
。

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
は
、種
々
の
セ
ン
サ（
気
温
、

湿
度
、土
壌
水
分
、土
壌
温
度
、二
酸
化
炭
素
濃
度
な

ど
）、カ
メ
ラ
、無
線
通
信
機
器（
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）を
一
つ

の
ケ
ー
ス
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
格
納
し
た
野
外
に
設
置
す

る
サ
ー
バ
、い
わ
ば
定
点
無
人
観
測
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
。

複
数
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ（
写
真
）を
農
地
に
設
置
し
、

そ
れ
ら
を
連
携
さ
せ
る
と
、ワ
イ
ヤ
レ
ス
・
セ
ン
サ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
無
人
観
測
シ
ス
テ
ム
が
で
き
上

が
る
。こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
っ
て
、各
設
置
地
点

の
環
境
デ
ー
タ
や
画
像
デ
ー
タ
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
得

ら
れ
る
。現
場
を
歩
き
回
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
時
間
の
ロ

ス
や
体
力
消
耗
を
大
幅
に
節
約
で
き
る
。

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
技
術
革
新
で
性
能
が
年
々
向
上
し
、

価
格
も
下
が
っ
て
い
る
。現
在
は
数
千
円
の
機
器
で
も
、

一
㌔
メ
ー
ト
ル
弱
の
距
離
を
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。ア

メ
リ
カ
な
ど
海
外
で
は
日
本
国
内
よ
り
も
強
力
な

電
波
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
多
く
、さ
ら
に

遠
距
離
を
接
続
で
き
る
。
ネ
パ
ー
ル
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は

二
八
㌔
メ
ー
ト
ル
を
接
続
で
き
た
。

農
業
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
法

こ
う
い
っ
た
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）の
進
歩
を
農

業
経
営
の
大
規
模
化
と
つ
な
ぎ
合
わ
せ
れ
ば
、生
産
現

場
に
お
け
る
大
量
の
デ
ー
タ
の
収
集
が
可
能
に
な
り
、

生
産
性
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

た
と
え
ば
、農
業
機
械
に
搭
載
さ
れ
た
セ
ン
サ
に
よ
っ

て
、収
量
、施
肥
量
、農
薬
散
布
量
な
ど
の
デ
ー
タ
が
一

㌃（
一
〇
㍍
×
一
〇
㍍
）ご
と
に
得
ら
れ
る
と
し
よ
う
。

北
海
道
の
十
勝
エ
リ
ア
で
の
耕
作
面
積
は
平
均
四
〇

㌶
／
戸
な
の
で
、一
戸
当
た
り
四
〇
〇
〇
サ
ン
プ
ル
が

得
ら
れ
る
。地
域
単
位
で
は
、こ
の
一
〇
〇
〇
倍
と
し
て

四
〇
〇
万
サ
ン
プ
ル
に
な
る
。こ
れ
を
一
〇
年
間
蓄
積

す
る
と
四
〇
〇
〇
万
サ
ン
プ
ル
と
な
る
。こ
の
よ
う
な
大

量
の
デ
ー
タ
に
加
え
て
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
は
定
点
観

測
を
行
う
た
め
、さ
ら
に
莫
大
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
。

G
oogle

（
グ
ー
グ
ル
）な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

サ
ー
ビ
ス
で
蓄
積
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
も
膨
大
で
あ
る

が
、こ
の
よ
う
な
大
量
の
デ
ー
タ
は
一
般
に「
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。
種
々
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
組
み

合
わ
せ
て
解
析
す
る
と
、全
く
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
で
き
る
。た
と
え
ば
、ア
マ
ゾ
ン
で
は
個
人
の
嗜
好
に

ぴ
っ
た
り
合
っ
た
商
品
の
推
奨
な
ど
の
高
度
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。

農
業
に
お
い
て
も
同
様
の
解
析
に
よ
っ
て
、肥
料
や

労
働
時
間
な
ど
の
削
減
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
農
業
関
連
の
デ
ー
タ
は
集
め
れ
ば
集
め
る

ほ
ど
混
沌
と
し
て
手
に
負
え
そ
う
も
な
い
の
も
事
実
だ

が
、実
際
に
は
気
象
現
象
、植
物
の
環
境
変
化
に
対
す

る
応
答
は
カ
オ
ス
現
象
の
一
種
で
あ
り
、前
歴
な
ど
の

影
響
を
受
け
て
複
雑
に
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
決
定
論
的
な
過
程
か
ら
出
て
く
る
見
か
け
上

の
複
雑
さ
で
あ
り
、比
較
的
単
純
な
非
線
形
モ
デ
ル
で

表
せ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、農
業
を
変
革
す
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。

生
産
の
効
率
的
管
理
で
収
益
増

こ
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
長
期
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
が
、短
期
予
測
は
可
能
で
あ
り
、そ
の
結
果
を
活

用
す
る
こ
と
で
的
確
な
生
産
管
理
を
す
る
こ
と
が
で
き

写真　フィールドサーバ

フィールドサーバ 複数のフィールドサーバによりセンサネットワークが構
築される
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る
。
言
い
換
え
る
と
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
生
産
の

効
率
的
管
理
が
可
能
に
な
り
、収
益
増
な
ど
が
期
待
で

き
る
わ
け
で
あ
る
。

日
本
の
農
業
は「
機
械
化
貧
乏
」と
い
わ
れ
て
き
た

が
、今
で
も
農
業
機
械
の
減
価
償
却
費
が
生
産
費
に
占

め
る
割
合
は
少
な
く
な
く
、経
営
圧
迫
要
因
で
も
あ

る
。そ
の
原
因
の
一
つ
は
、大
量
生
産
と
い
う
仕
組
み
に

あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、現
代
の
大
量
消
費
社
会
は
大

量
生
産
で
一
度
に
同
じ
も
の
を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
で

低
コ
ス
ト
化
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。

携
帯
電
話
は
数
十
億
台
の
市
場
が
あ
り
、大
量
生

産
が
そ
の
高
機
能
化
と
低
コ
ス
ト
化
の
両
立
を
可
能
に

し
て
い
る
。
も
し
、農
業
機
械
の
生
産
台
数
が
携
帯
電

話
並
み
に
な
れ
ば
、ケ
タ
違
い
に
安
く
な
る
だ
ろ
う
。

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
に
も
、こ
れ
と
同
じ
問
題
が
あ

る
。そ
の
機
能
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
近
く
、一
億
個
単

位
で
製
造
で
き
れ
ば
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
以
下
の
価
格
に

な
る
だ
ろ
う
。し
か
し
、実
際
に
は
注
文
を
受
け
る
た

び
に
一
～
数
台
の
手
作
業
で
製
造
し
て
い
る
。こ
の
よ

う
な
小
規
模
な
生
産
の
段
階
で
は
ど
う
し
て
も
高
価
に

な
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
で
も
ユ
ー
ザ
ー
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
以
下
の
価

格
を
期
待
す
る
。こ
れ
は
従
来
の
も
の
づ
く
り
の
方
法

で
は
明
ら
か
に
実
現
不
可
能
で
あ
る
。

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
技
術
活
用
も

そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
対
応
策
の
一
つ
が
、単
品
生
産

に
お
け
る
低
コ
ス
ト
化
を
実
現
す
る
方
法
と
し
て
、関

連
す
る
技
術
情
報
を
無
償
で
公
開
す
る
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
技
術
を
活
用
す
る
方
法
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
が
持
つ
機
能
を
ほ

と
ん
ど
保
っ
た
ま
ま
、オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
ハ
ー
ド
や
ソ

フ
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
を
簡
単
に

組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

わ
か
り
や
す
く
言
お
う
。完
成
品
が
市
販
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
が
、組
み
立
て
キ
ッ
ト
な
ど
の
形
態
で
提
供

さ
れ
れ
ば
、子
ど
も
で
も
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

点
に
着
目
し
た
訳
で
あ
る
。オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
で
あ
る

た
め
ユ
ー
ザ
ー
自
身
で
拡
張
や
改
良
も
比
較
的
簡
単

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
を
オ
ー
プ
ン・フ
ィ
ー

ル
ド
サ
ー
バ（O

pen-FS

）と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

さ
ら
に
デ
ー
タ
の
保
存
・
閲
覧
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
も
、無
償
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス（T

w
itter

な
ど

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
利
用
で
き
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
）

を
活
用
す
る
よ
う
に
し
た
。

O
pen-FS

は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
と
一
体
化
し
た
オ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
構
造
で
あ
り
、直
径
一
〇
㌢
メ
ー
ト
ル
、深

さ
三
〇
㌢
メ
ー
ト
ル
の
穴
を
掘
っ
て
挿
す
だ
け
で
設
置

で
き
る（
図
１
）。

設
置
後
は
、そ
の
場
所
の
土
壌
水
分
、土
壌
温
度
な

ど
の
デ
ー
タ
を
、た
と
え
ば
一
時
間
に
一
回
自
動
的
に
つ

ぶ
や
く
。そ
の
結
果
、Tw

itter

の
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
デ
ー
タ
を
保
存
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
）に
一
時
間
ご
と
の
デ
ー
タ
が
記
録
さ
れ
る
。

ク
ラ
ウ
ド
技
術
を
農
業
に
活
用

こ
れ
を
農
地
に
多
数
設
置
す
る
と
、大
量
の
デ
ー
タ

が
収
集
で
き
る
よ
う
に
な
る（
図
２
）。た
だ
し
、農
業

分
野
で
本
格
的
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
に

は
、オ
ー
プ
ン
な
農
業
用
ク
ラ
ウ
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
用
意
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

O
pen-F

S

は
樹
体
水
分
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
な
が
ら

高
品
質
な
果
樹
を
生
産
す
る
た
め
に
開
発
し
た
灌
水

制
御
機
能（
灌
水
用
電
磁
弁
を
開
閉
す
る
機
能
）も
備

え
て
い
る
。
今
後
は
単
に
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
だ
け
で

は
な
く
環
境
制
御
分
野
で
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
が
、や
っ
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な

ど
か
ら
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
た
め
、大
規

模
法
人
の
農
場
な
ど
で
の
利
用
が
次
第
に
増
え
て
き

た
。ま
だ
製
品
と
し
て
は
、簡
便
性
・
耐
久
性
な
ど
の
点

で
改
善
の
余
地
は
あ
る
が
、現
場
で
の
利
用
が
増
え
る

に
従
っ
て
改
善
し
や
す
く
な
る
と
い
う
相
乗
効
果
が
あ

る
。さ
ら
にO

pen-FS

に
よ
っ
て
、腕
に
自
信
の
あ
る
農

業
者
や
学
生
が
自
分
で
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
を
作
れ
る

よ
う
に
な
り
、設
置
数
は
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。タ
イ
、中
国
、イ
ン
ド
な
ど
と
の
共
同
研
究
に

よ
っ
て
、海
外
へ
の
技
術
移
転
も
進
ん
で
お
り
、多
種
多

様
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
が
作
ら
れ
て
い
る
。

農
薬
の
使
用
な
ど
生
産
履
歴
情
報
を
手
書
き
で
記

帳
す
る
時
代
に
そ
ろ
そ
ろ
区
切
り
を
つ
け
る
べ
き
で
あ

る
。
今
や
、そ
れ
に
代
わ
っ
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
の
生
産
履
歴
を
入
力
し
、

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
普
及
し
つ
つ
あ
る
の
だ
か

ら
、そ
れ
ら
を
活
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

農
業
機
械
の
作
業
位
置
、収
量
、施
肥
量
な
ど
の

デ
ー
タ
も
収
集
可
能
と
な
っ
た
。こ
の
点
に
関
し
て
も
、

デ
ー
タ
活
用
を
積
極
的
に
考
え
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

し
か
し
、実
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
デ
ー

タ
の
互
換
性
で
あ
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
思
い
思
い
の
保
存
形
式
で
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ

れ
て
い
る
。デ
ー
タ
の
保
存
形
式
の
違
い
や
保
管
さ
れ

て
い
る
機
器
や
場
所（
ス
ト
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）が
異
な

フィールドサーバを利用して生産性向上を
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る
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
を
統
合
し
て
一
つ
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
し
て
活
用
す
る
際
の
大
き
な
障
害
に
な
る
の

で
あ
る
。

農
研
と
メ
ー
カ
ー
が
共
同
研
究

そ
の
場
合
、あ
る
ソ
フ
ト
会
社
の
製
品
で
入
力
し
た

生
産
履
歴
デ
ー
タ
と
Ａ
社
の
農
業
機
械
の
稼
働
記
録

デ
ー
タ
、Ｂ
社
の
農
作
業
機
の
稼
働
記
録
デ
ー
タ
を
組

み
合
わ
せ
て
使
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
だ
。

当
然
、そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

経
由
し
て
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
仕
組

み
が
必
要
と
な
る
。こ
れ
を
行
う
た
め
に
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
デ
ー
タ
の
保
存
形
式
に
関
す
る
情
報（
メ
タ
デ
ー
タ

と
呼
ば
れ
る
）や
ア
ク
セ
ス
方
法
を
オ
ー
プ
ン
化
し
、さ

ら
に
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
誰
も
が
簡
単
に
利
用

で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
農
業
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ウ
ド

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）の
標
準
化
を
行
う
こ
と
が
合
理

的
だ
。

と
こ
ろ
が
、こ
れ
ら
の
オ
ー
プ
ン
化
や
標
準
化
を
民

間
企
業
や
農
業
経
営
者
が
自
主
的
に
行
う
の
は
な
か

な
か
難
し
い
。そ
こ
で
、わ
れ
わ
れ
農
業
・
食
品
産
業
技

術
総
合
研
究
機
構（
農
研
機
構
）と
メ
ー
カ
ー
が
共
同

し
て
、こ
れ
を
行
う
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
う
い
っ
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
新
製
品
の
情
報

を
積
極
的
に
集
め
、時
代
を
先
取
り
し
て
農
業
現
場
に

活
用
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

ゲ
ノ
ム
情
報
で
の
育
種
に
も
有
効

最
後
に
、大
き
な
夢
を
述
べ
た
い
。フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー

バ
は
ゲ
ノ
ム
な
ど
基
礎
研
究
で
の
活
用
も
期
待
で
き
る

の
だ
。
か
つ
て
、ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
や
イ
ネ
ゲ
ノ
ム
の
解
読
は

莫
大
な
予
算
を
投
入
し
、世
界
規
模
の
共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
ら
れ
た
が
、そ
の
後
、ナ
ノ
テ
ク

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
演
算
速
度
の
急
速
な
進
化
に
よ
っ
て

「
個
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
一
〇
〇
ド
ル
で
読
み
取
れ
る
よ
う

に
な
る
」と
い
う
話
が
い
よ
い
よ
現
実
に
な
っ
て
き
た
。

そ
の
先
駆
け
と
し
て
、ナ
ノ
テ
ク
を
使
っ
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ
サ
イ
ズ
の
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー（
Ｄ
Ｎ
Ａ
読
み

図２　フィー ルドサ ー バとクラウド
サービスの関係

クラウドサービス

取
り
装
置
）が
九
〇
〇
ド
ル
で
市
販
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
あ
る（http://w

w
w

.nanoporetech.com
/new

s/
press-releases/view

/39

）。

こ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー

が
登
場
し
始
め
て
お
り
、ゲ
ノ
ム
情
報
が
あ
り
余
る
と

い
う
状
況
が
見
え
て
き
た
。

農
業
生
産
の
発
展
を
支
え
、ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
生

み
出
し
て
き
た
技
術
革
新
の
一
つ
は
新
品
種
で
あ
り
、

画
期
的
な
形
質
を
備
え
た
新
品
種
は
知
的
所
有
権
と

し
て
も
非
常
に
大
き
な
価
値
が
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
大
量
の
ゲ
ノ
ム
情
報
を
育
種
で
活
用
す

る
た
め
に
は
、作
物
の
形
質
に
関
す
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

が
不
可
欠
で
あ
る
。
耐
冷
性
、耐
乾
燥
性
に
優
れ
た
個

体
選
抜
の
た
め
に
は
、土
壌
水
分
や
土
壌
温
度
な
ど
の

セ
ン
サ
を
で
き
る
限
り
高
密
度
に
設
置
し
て
、長
期
間
、

観
測
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。Open-FS

は
こ
の
よ
う

な
用
途
も
念
頭
に
お
い
て
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
を
一
台
一
〇
〇
〇
円
で
作
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、一
万
台
規
模
の
設
置
で
は
、

一
〇
〇
〇
万
円
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
数
が
増
え
る
と

設
置
作
業
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
の
労
働
時
間
も
大

き
く
な
る
。そ
の
た
め
、コ
ス
ト
は
な
か
な
か
下
が
ら
な

い
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
衛
星
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ

る
と
い
う
方
法
を
考
え
て
い
る
。フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ

を
大
規
模
か
つ
高
密
度
に
設
置
し
た
エ
リ
ア
が
ど
こ
か

に
一
カ
所
で
も
あ
れ
ば
、こ
の
デ
ー
タ
を
地
上
で
観
測

し
た
実
デ
ー
タ
と
し
て
衛
星
デ
ー
タ
の
較
正
に
使
う
こ

と
が
で
き
る
。こ
の
場
合
、衛
星
デ
ー
タ
を
使
っ
て
極
め

て
広
域
の
土
壌
水
分
や
土
壌
温
度
の
デ
ー
タ
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、実
際
の
営
農
現
場
で
も
す
ぐ
に
活

用
で
き
る
だ
ろ
う
。	

図１　オープン・フィールドサーバ
人感センサ付きLEDライト

地上部：70cm
地下部：30cm

親機と無線
LANで接続

ソーラーパネル

10cm

フィールドサーバによる土壌水分・地温等の定点観
測データと農業機械搭載センサによる収量・施肥量
等のデータをクラウドサービスで収集
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効
率
経
営
な
ど
が
時
代
の
要
請

こ
れ
ま
で
、日
本
の
農
業
は
農
業
機
械
の
性
能
向

上
、化
学
肥
料
や
除
草
剤
の
使
用
、品
種
改
良
な
ど
の

取
り
組
み
に
よ
り
生
産
性
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
て
き

た
。た

だ
最
近
は
、燃
料
代
や
肥
料
代
の
高
騰
で
資
源
が

有
限
だ
と
い
う
認
識
が
広
ま
り
、さ
ら
に
は
肥
料
の
多

投
が
環
境
へ
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い
て
も
関
心
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）へ

日
本
が
参
加
す
る
か
し
な
い
か
も
、日
本
の
農
業
の
将

来
に
影
響
を
与
え
る
大
き
な
問
題
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
背
景
か
ら
、今
ま
で
に
な
く
、少
な
い
資
材

で
い
っ
そ
う
の
効
率
性
の
向
上
を
図
り
、低
コ
ス
ト
で
安

定
的
に
収
穫
を
得
る
持
続
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
み
、新
規
就

農
者
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
農
業
人
口
は
減
る
一
方
で

あ
る
。
農
業
従
事
者
の
減
少
に
よ
り
、一
部
の
農
地
は

耕
作
放
棄
地
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、多
く
の

優
良
農
地
は
、周
辺
の
意
欲
の
あ
る
担
い
手
が
借
り
受

け
規
模
を
拡
大
し
て
い
く
。

と
こ
ろ
が
、農
地
を
借
り
て
耕
作
面
積
を
広
げ
て
い

っ
て
も
、数
十
㌃
の
農
地
が
数
十
枚
に
分
散
し
て
お
り
、

地
域
全
体
に
広
が
る
農
地
間
を
移
動
し
な
が
ら
作
業

を
行
う
、い
わ
ゆ
る
分
散
錯
ほ
状
態
で
の
農
作
業
と
な

る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

さ
ら
に
、耕
作
面
積
を
広
げ
る
こ
と
で
、性
格
を
把

握
し
て
い
な
い
農
地
を
耕
作
す
る
こ
と
に
な
り
、徐
々

に
農
地
の
く
せ
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
あ
る
い
は

規
模
拡
大
に
伴
っ
て
不
足
す
る
労
働
力
を
補
う
た
め
に

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に
作
業
を
お
願
い
す
る
必
要
も
出
て

く
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）が
役

立
ち
、多
く
の
技
術
が
既
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
使
っ
て
ほ
場
情
報
管
理

分
散
錯
ほ
状
態
の
農
業
を
効
率
化
す
る
上
で
、役
立

つ
の
が
Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）の
技
術
で
あ
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
、所
有
者
な
ど
の
基
本
的
な
情
報
か
ら
作

付
け
内
容
や
施
肥
内
容
な
ど
農
作
業
に
関
連
す
る
情

報
を
、ほ
場
地
図
に
結
び
付
け
て
一
元
的
に
管
理
す
る

仕
組
み
で
あ
り
、既
に
利
用
が
広
が
っ
て
い
る（
図
１
）。

広
域
な
エ
リ
ア
を
管
理
す
る
必
要
の
あ
る
農
業
協
同

組
合
で
の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、規
模
を
拡
大
し

一
〇
〇
枚
以
上
の
田
を
耕
作
し
て
い
る
生
産
者
や
農
業

法
人
で
も
、農
地
を
借
り
受
け
て
自
分
の
農
地
と
し
て

作
業
す
る
だ
け
で
な
く
、農
地
の
所
有
者
か
ら
作
業
負

荷
の
高
い
田
植
え
や
収
穫
作
業
を
受
託
し
、農
地
の
所

最
先
端
情
報
シ
ス
テ
ム
活
用
で
変
わ
る
日
本
農
業

今
、日
本
の
農
業
現
場
で
は
大
規
模
経
営
に
向
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
支

援
す
る
最
先
端
情
報
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
が
進
ん
で
い
る
。機
械
の
位
置
情
報
を

活
用
し
た
農
作
業
の
効
率
化
、人
工
衛
星
画
像
解
析
に
よ
る
収
穫
時
期
の
判
断

な
ど
、そ
の
現
場
と
今
後
の
展
望
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

株式会社日立ソリューションズ
社会システム第2本部 担当部長

西口 修 Osamu Nishiguchi

にしぐち　おさむ
1956年広島県生まれ。79年京都大学理学部卒業後、日立
ソフトウェアエンジニアリング株式会社（現、日立ソリューショ
ンズ）に入社。2004年から農業ITビジネスに参画。担当する
農業情報管理システム「GeoMation Farm」は、農業協同組
合を中心に40団体以上の導入実績がある。

特
集　
Ｉ
Ｔ
先
端
技
術
の
働
く
農
業
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有
者
に
代
わ
っ
て
作
業
を
行
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。そ
の

場
合
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
が
役
に
立
つ
。

笑
い
話
の
よ
う
だ
が
、毎
年
受
託
内
容
が
変
わ
る
田

ん
ぼ
で
、間
違
っ
て
隣
の
田
ん
ぼ
の
収
穫
を
行
っ
て
し
ま

っ
た
、と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
聞
く
。
多
く
の
農
協
、大

規
模
生
産
者
で
Ｇ
Ｉ
Ｓ
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、そ
う

い
う
間
違
い
を
防
ぐ
意
味
も
あ
る
の
だ
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
利
用
シ
ー
ン
は
数
多
い
。
農
地
の
形
状
を

地
図
化
し
、農
地
ご
と
に
作
付
け
の
情
報
を
記
録
す
る

だ
け
で
も
、輪
作
体
系
を
維
持
す
る
た
め
の
作
付
け
計

画
作
成
や
作
物
の
現
地
確
認
に
利
用
で
き
る
。ほ
場
ご

と
の
収
量
や
品
質
を
農
地
と
関
連
付
け
て
登
録
す
れ

ば
、地
域
内
の
ム
ラ
が
視
覚
的
に
把
握
可
能
と
な
る
。

土
壌
の
タ
イ
プ
を
示
す
土
壌
マ
ッ
プ
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
登

録
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、収
量
や
品
質
の
違
い
が
土

質
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
、品
質
の
上
が

ら
な
い
農
地
に
異
な
る
作
物
を
栽
培
す
る
な
ど
、営
農

の
改
善
に
結
び
付
け
ら
れ
る
。

最
近
流
行
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ（
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
）装
置

を
付
け
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
に
地
図
デ
ー
タ
を
コ
ピ
ー

し
て
現
場
に
持
ち
出
せ
ば
、現
在
位
置
を
農
地
地
図
に

重
ね
合
わ
せ
て
表
示
し
な
が
ら
、現
場
で
の
気
付
き
を

そ
の
場
で
メ
モ
し
た
り
、位
置
情
報
付
き
の
写
真
を
撮

影
し
、本
部
に
あ
る
地
図
シ
ス
テ
ム
に
送
っ
て
地
図
と

一
緒
に
管
理
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

ほ
場
の
栽
培
履
歴
を
端
末
か
ら
参
照
す
る
こ
と
で
、

過
去
の
情
報
も
そ
の
場
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

施
肥
設
計
や
営
農
合
理
化
に
活
用

い
っ
た
ん
農
地
の
地
図
を
作
成
す
れ
ば
、利
用
範
囲

は
広
が
る
。
ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
地
図
情
報
を

使
え
ば
、シ
ス
テ
ム
の
投
資
対
効
果
が
よ
り
高
く
な
る
。

土
壌
マ
ッ
プ
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
登
録
し
、窒
素
、リ
ン
酸
、カ

リ
ウ
ム
な
ど
の
土
壌
成
分
や
pH
、土
壌
水
分
量
な
ど
の

情
報
を
土
壌
分
析
結
果
と
し
て
ほ
場
ご
と
に
登
録
し
て

お
く
こ
と
に
よ
り
、シ
ス
テ
ム
が
提
供
す
る
施
肥
設
計

機
能
を
使
っ
て
、投
与
す
る
肥
料
の
最
適
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
。作
業
の
受
託
情
報
を
地
図
と
関
連
付
け

て
管
理
し
て
お
く
こ
と
で
、前
述
し
た
よ
う
に
、ほ
場
ご

と
の
受
託
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
、間
違
い
の
な
い
作

業
が
行
え
る
。

ま
た
、ス
マ
ー
ト
ホ
ン（
高
機
能
携
帯
電
話
）を
持
ち

込
ん
で
農
業
機
械
を
操
作
す
れ
ば
、ス
マ
ー
ト
ホ
ン
の

位
置
情
報
を
、本
部
に
あ
る
地
図
シ
ス
テ
ム
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
送
る
機
能
を
使
っ
て
、広
域
に
展
開
す
る
農
業

機
械
や
作
業
者
の
位
置
を
地
図
上
で
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ

と
が
で
き
る（
図
２
）。

た
と
え
ば
、播
種
機
や
肥
料
散
布
機
の
作
業
の
進
み

具
合
を
画
面
で
確
認
す
る
こ
と
で
、追
加
資
材
を
載
せ

た
運
搬
車
を
派
遣
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、コ
ン
バ
イ
ン
の

農
地
内
で
の
移
動
距
離
か
ら
収
穫
量
を
推
測
し
、穀
物

運
搬
ト
ラ
ッ
ク
の
派
遣
時
期
を
推
定
し
て
、現
場
で
行

わ
れ
る
農
作
業
全
体
の
作
業
効
率
を
上
げ
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
進
捗
が
遅
れ
て
い
る
農
作
業
に
対
し
、

応
援
を
派
遣
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

ま
た
、収
穫
物
を
載
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
穀
物
の
保
管

庫
の
前
で
列
を
成
し
て
い
る
様
子
が
観
察
で
き
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ほ
場
で
作
業
を
開
始
す
る
時
間
や
作
業

順
番
を
見
直
し
、無
駄
な
ア
イ
ド
ル
時
間
を
減
ら
す
こ

と
に
つ
な
が
る
。

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
を
使
っ
て
農
薬
散
布
を
行
う
場
合
に

図１　ほ場管理システム画面例

図２　農業機械のモニタリングの様子

色分けにより作物の種類を分かりやすく表示

農業機械による作業の進捗状況を色で示す
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も
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
を
取
り
付
け
、位

置
情
報
を
本
部
の
地
図
シ
ス
テ
ム
に
送
る
こ
と
に
よ
り
、

ヘ
リ
の
散
布
軌
跡
を
地
図
と
重
ね
て
記
録
す
る
こ
と
が

で
き
、農
薬
散
布
の
作
業
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
散
布
依
頼

者
に
提
示
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

衛
星
画
像
利
用
で
生
育
解
析
も

ど
の
作
物
も
そ
う
だ
が
、た
と
え
ば
、小
麦
の
刈
り

入
れ
時
期
の
判
断
は
実
際
に
ほ
場
に
行
っ
て
確
認
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、あ
ぜ
道
の
そ
ば
と
い
っ
た
限
ら
れ
た

場
所
の
観
察
情
報
か
ら
ほ
場
全
体
の
生
育
状
態
を
判

断
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。一
枚
の
ほ
場
の
中
で
も

生
育
に
ム
ラ
が
あ
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
衛
星
画
像
が
役
に
立
つ
。
収
穫
直
前
の
小
麦

ほ
場
の
衛
星
画
像
を
解
析
す
る
と
、地
域
全
体
の
小
麦

の
生
育
具
合
の
相
対
的
な
違
い
が
把
握
で
き
る
。こ
の

相
対
的
な
違
い
を
元
に
収
穫
順
序
を
決
め
れ
ば
、生
育

の
進
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
収
穫
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

小
麦
は
生
育
が
進
む
と
穂
に
含
ま
れ
る
水
分
が
減
っ

て
く
る
た
め
、結
果
的
に
水
分
量
の
少
な
い
状
態
で
収

穫
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、乾
燥
に
必
要
な
重
油
の

コ
ス
ト
削
減
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

衛
星
画
像
を
用
い
た
小
麦
の
成
育
度
の
把
握
は
、毎

年
北
海
道
の
一
〇
以
上
の
農
協
が
取
り
組
み
、乾
燥
コ

ス
ト
の
削
減
と
品
質
向
上
に
役
立
て
て
い
る（
図
３
）。

気
象
条
件
は
毎
年
異
な
り
、重
油
の
価
格
も
変
動

し
て
い
る
の
で
、衛
星
画
像
解
析
を
導
入
す
る
前
と
導

入
し
た
後
の
コ
ス
ト
削
減
効
果
を
定
量
的
に
算
出
す
る

の
は
難
し
い
が
、あ
る
研
究
に
よ
る
と
導
入
前
後
で
約

三
〇
％
の
重
油
削
減
効
果
が
期
待
で
き
る
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
他
、衛
星
画
像
を
使
っ
た
解
析
に
よ
っ
て
、水

稲
の
食
味
の
指
標
の
一
つ
で
あ
り
、窒
素
肥
料
の
多
寡
の

指
標
と
も
な
る
タ
ン
パ
ク
含
有
量
の
推
定
も
可
能
で
あ

る
。こ
の
値
を
元
に
翌
年
の
元
肥
の
量
を
調
整
す
る
こ

と
で
、最
適
な
施
肥
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

衛
星
画
像
を
使
っ
て
生
育
解
析
す
る
に
は
、同
じ
品

種
の
ほ
場
だ
け
を
正
確
に
抽
出
す
る
こ
と
が
必
要
な
た

め
、Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
使
っ
た
農
地
の
正
確
な
地
図
と
作
物
情

報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

残
留
農
薬
の
リ
ス
ク
排
除
も
可
能

最
近
は
、市
場
に
出
回
っ
た
農
作
物
か
ら
残
留
農
薬

が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く

な
っ
た
。し
か
し
、そ
れ
で
も
現
場
で
は
、農
薬
を
使
用

し
て
は
い
け
な
い
作
物
へ
の
使
用
や
希
釈
倍
率
、使
用
回

数
を
間
違
え
る
ケ
ー
ス
が
い
ま
だ
に
散
見
さ
れ
る
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。

サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
よ
る
残
留
農
薬
検
査
は
行
わ
れ
て

い
る
が
、農
薬
の
使
用
方
法
が
間
違
っ
て
い
る
と
、検
査

さ
れ
な
い
作
物
へ
の
残
留
農
薬
の
リ
ス
ク
が
常
に
付
き

ま
と
う
。

こ
こ
で
も
情
報
シ
ス
テ
ム
が
活
躍
す
る
。
農
薬
散
布

前
に
生
産
履
歴
管
理
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
農
薬
の
使
用

可
否
を
事
前
に
確
認
し
、散
布
実
績
を
シ
ス
テ
ム
に
正

し
く
記
録
す
る
。こ
れ
を
国
の
農
薬
使
用
基
準
、あ
る

い
は
生
産
者
が
独
自
に
定
義
し
た
、よ
り
厳
し
い
農
薬

使
用
基
準
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
シ
ス
テ
ム
が
自

動
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
を
利
用
す
れ
ば
、残
留

最先端情報システム活用で変わる日本農業

図３　衛星画像を利用した小麦の生育解析結果

図４　地図と連携した生産履歴管理システム画面例

地図と生産履歴が連携し、より管理しやすくなった

小麦の生育状況を色分けにより把握可能
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特集　ＩＴ先端技術の働く農業

農
薬
の
リ
ス
ク
を
排
除
し
、取
引
業
者
や
消
費
者
は
安

心
し
て
そ
の
農
作
物
を
購
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。生

産
者
に
と
っ
て
も
、生
産
履
歴
の
記
録
は
、単
に

消
費
者
に
安
心
・
安
全
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、使

用
し
た
資
材
の
量
か
ら
ほ
場
ご
と
の
コ
ス
ト
計
算
が
可

能
と
な
る
た
め
、農
場
経
営
の
判
断
材
料
と
し
て
の
利

用
も
で
き
る
。

ま
た
、農
地
の
地
図
と
関
連
付
け
て
生
産
履
歴
を

管
理
す
れ
ば
、ほ
場
の
番
号
だ
け
で
生
産
履
歴
を
記
録

す
る
よ
り
も
、よ
り
正
確
な
情
報
の
記
録
が
可
能
と
な

る
。
地
図
と
連
携
し
た
生
産
履
歴
管
理
シ
ス
テ
ム
も
既

に
普
及
し
て
い
る（
図
４
）。

機
械
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
へ

農
業
機
械
を
自
動
運
転
さ
せ
て
省
力
化
に
役
立
て

る
と
い
う
構
想
は
以
前
か
ら
あ
る
が
、今
の
と
こ
ろ
、セ

ン
チ
オ
ー
ダ
ー
の
高
精
度
位
置
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
求

め
て
自
動
走
行
す
る
に
は
、数
百
万
円
の
専
用
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
装
置
が
必
要
で
あ
り
、農
業
機
械
本
体
に
比
べ
た
相

対
的
な
価
格
の
高
さ
が
農
業
分
野
で
の
普
及
が
進
ま
な

い
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

装
置
の
低
価
格
化
と
装
置
の
普
及
は
、鶏
と
卵
の

関
係
に
も
似
て
い
る
が
、普
及
に
よ
り
一
台
の
価
格
が

一
〇
〇
万
円
程
度
に
抑
え
ら
れ
れ
ば
、格
段
に
普
及
が

進
む
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
う
な
れ
ば
、た
と
え
ば
使
い
方
と
し
て
次
の
よ
う

な
こ
と
が
可
能
だ
。Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
で
ほ
場
ご
と
に
設
計
し

た
軌
道
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
自
動
走
行
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

農
機
が
耕
起
作
業
を
行
い
、そ
の
後
ろ
を
人
が
運
転
す

る
播
種
機
が
追
随
す
れ
ば
、二
人
分
の
作
業
を
一
人
で

こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、作
業
者
一
人
で
耕
起

作
業
と
播
種
作
業
を
同
時
に
行
え
る
た
め
、途
中
で
雨

が
降
っ
て
も
耕
起
作
業
を
や
り
直
す
必
要
は
な
い
。

ま
た
、農
業
機
械
そ
の
も
の
の
情
報
化
に
よ
り
、近
い

将
来
は
、作
業
機
で
得
ら
れ
た
情
報（
種
や
肥
料
の
散

布
量
や
残
量
、収
穫
し
た
穀
物
の
量
や
品
質
な
ど
）を

本
部
に
あ
る
地
図
シ
ス
テ
ム
に
オ
フ
ラ
イ
ン
あ
る
い
は
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
送
る
こ
と
で
、位
置
だ
け
で
な
く
作
業

状
況
や
作
業
実
績
も
本
部
側
で
正
確
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

と
記
録
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
技
術
に
よ
っ
て
、農
作
業
の
省
力
化
と
効

率
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。現
在
、

標
準
化
を
含
め
て
研
究
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、

農
業
従
事
者
数
の
減
少
傾
向
の
中
、近
い
将
来
の
実
用

化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

セ
ン
サ
ー
活
用
で
無
駄
な
く
す

言
う
ま
で
も
な
い
が
、農
業
機
械
の
使
用
は
天
候
に

左
右
さ
れ
る
。せ
っ
か
く
現
場
で
の
作
業
へ
向
か
っ
た
の

に
畑
が
ぬ
か
る
ん
で
い
て
機
械
が
入
れ
な
か
っ
た
と
か
、

事
務
所
の
周
辺
は
曇
り
だ
っ
た
が
現
場
は
既
に
雨
が

降
っ
て
い
て
作
業
が
で
き
な
か
っ
た
、と
い
う
ケ
ー
ス
が

よ
く
あ
る
。

こ
う
い
う
場
合
に
、現
場
に
土
壌
水
分
量
や
降
雨
量

を
モ
ニ
タ
ー
で
き
る
通
信
機
能
付
き
の
セ
ン
サ
ー
を
配

置
し
、セ
ン
サ
ー
の
情
報
を
事
務
所
で
確
認
で
き
れ
ば
、

事
前
に
畑
の
ぬ
か
る
み
具
合
を
推
測
し
た
り
、雨
の
降

り
具
合
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、無
駄
な
行

動
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
。

通
信
機
能
付
き
セ
ン
サ
ー
自
体
の
価
格
は
一
台
数
十 

万
円
に
下
が
っ
て
お
り
、今
後
さ
ら
に
安
価
に
な
る
と

予
想
さ
れ
る
た
め
、こ
う
い
っ
た
技
術
の
普
及
も
望
ま

れ
る
。降
雨
量
な
ど
は
複
数
の
農
業
法
人
で
共
同
利
用

が
可
能
で
あ
れ
ば
、よ
り
導
入
が
早
く
進
む
だ
ろ
う
。

篤
農
家
の
匠
の
技
を
情
報
化

現
在
、高
齢
な
ど
を
理
由
に
引
退
し
て
し
ま
う
農
業

経
験
者
の
持
っ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
を
情
報
化
技
術

で
解
決
で
き
な
い
か
と
い
う
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。い

わ
ゆ
る
匠
の
技
を
記
録
し
、新
規
就
農
者
が
農
作
業
を

す
る
場
合
に
、匠
の
技
を
参
考
に
し
な
が
ら
作
業
を
行

え
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

篤
農
家
の
気
温
の
変
化
に
応
じ
た
ハ
ウ
ス
の
温
度
調

節
や
、作
物
の
生
育
に
応
じ
た
作
業
内
容
に
つ
い
て
逐
一

記
録
し
、そ
こ
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
情
報
を
得
よ
う
と

す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

同
じ
品
質
の
農
作
物
を
つ
く
る
場
合
で
も
、篤
農
家

一
人
ひ
と
り
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
毎
年
の
気
象
パ
タ
ー

ン
も
同
じ
で
は
な
い
た
め
、ど
の
よ
う
に
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し

て
情
報
化
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、長

期
に
わ
た
る
情
報
の
蓄
積
が
必
要
で
あ
り
、一
朝
一
夕

に
は
答
え
が
出
せ
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

最
近
は
、農
業
に
関
心
を
持
つ
若
者
が
多
い
と
聞

く
。パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト
ホ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
毎

日
ど
っ
ぷ
り
漬
か
り
、日
々
情
報
を
活
用
し
て
い
る
若

者
た
ち
が
農
業
に
参
入
す
る
と
き
に
は
、情
報
を
活
用

し
た
農
業
を
実
践
す
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
が
Ｉ
Ｔ
を
使
っ

た
ス
マ
ー
ト
な
農
業
が
で
き
る
環
境
は
徐
々
に
整
い
つ

つ
あ
る
し
、農
業
は
常
に
最
新
の
技
術
を
取
り
入
れ
て

き
た
と
い
わ
れ
る
中
で
、今
後
、さ
ら
な
る
情
報
化
の
進

展
が
期
待
さ
れ
る
。	
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〈
景
況
Ｄ
Ｉ
の
調
査
結
果
〉

マ
イ
ナ
ス
幅
が
大
幅
縮
小

農
業
全
体
の
二
三
年
景
況
Ｄ
Ｉ（
動

向
指
数
）は
、二
一
年
以
降
二
年
連
続
の

下
降（
景
況
悪
化
）に
歯
止
め
が
か
か

り
、一
転
し
て
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
ま

し
た
。

具
体
的
に
は
、農
業
経
営
の
業
況
が

「
悪
く
な
っ
た
」と「
良
く
な
っ
た
」と
の

差
を
指
数
化
し
た
景
況
Ｄ
Ｉ
が
、二
三 

年
の
場
合
、「
悪
く
な
っ
た
」と
答
え
た

人
が
減
少
し
、逆
に「
良
く
な
っ
た
」と

答
え
た
人
が
増
加
し
た
結
果
、前
年
の

▲
二
五・二
か
ら
マ
イ
ナ
ス
幅
が
大
き
く

縮
小
し
て
▲
七・九
と
な
っ
た
た
め
で
す

（
図
１
）。

こ
れ
は
、回
答
数
の
約
三
割
を
占
め

る
稲
作
の
景
況
Ｄ
Ｉ
が
、大
幅
に
改
善

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、指
数
そ
の
も
の
が
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農業景況ＤＩ
３年ぶり改善
震災の影響
依然残る

―平成２３年農業景況調査―
●

日本公庫農林水産事業がスーパーＬ資金や
農業改良資金を利用されたお客さまを対象に
24年1月に行った23年景況調査で、農業の
景況判断指数に3年ぶりの改善が見られまし
た。しかし大震災の農業現場への影響は、依
然として残っているようです。

景
況
Ｄ
Ｉ
の
調
査
結
果

図1　景況天気図

（注）　　　 ≦ －50 < 　 　≦ －20 <　　 　≦ －5 

－5 <  　 　< 5 ≦ 　 　　< 21 ≦

稲作
（北海道）

農業全体

経営部門
H23.1調査

実績

▲ 25.2

▲ 36.9

▲ 55.5

▲ 32.2

▲ 2.0

▲ 6.9

▲ 32.1

▲ 0.9

▲ 20.5

▲ 51.8

▲ 37.8

0.0

▲ 7.4

15.5

14.1

▲ 7.9

43.5

13.1

▲ 19.1

▲ 14.0

▲ 15.7

▲ 47.3

▲ 11.7

▲ 38.8

▲ 47.1

▲ 26.9

▲ 24.2

▲ 47.4

▲ 6.2

8.4

▲ 0.7

▲ 6.8

4.5

▲ 19.8

4.7

9.9

▲ 16.6

14.2

5.0

▲ 14.7

▲ 11.4

9.2

▲ 6.8

12.5

▲ 50.0

実績 見通し

H24.1調査

稲作
（都府県）

畑作

露地野菜

施設野菜

茶

果樹

施設花き

きのこ

酪農
（北海道）

酪農
（都府県）

肉用牛

養豚

採卵鶏

▲ 20.0 ▲ 6.3 0.0
ブロイラー

プ
ラ
ス
に
転
じ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い

ま
す
。

稲
作
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
寄
与

一
三
業
種
ご
と
の
景
況
Ｄ
Ｉ
と
二
四

年
見
通
し
Ｄ
Ｉ
の
結
果
を
、図
１
お
よ

び
グ
ラ
フ
１
～
10
に
示
し
ま
し
た
が
、

経
営
部
門
別
結
果
の
う
ち
、稲
作
と
酪

農
に
つ
い
て
は
、い
く
つ
か
特
徴
が
み
ら

れ
ま
す
。

ま
ず
、稲
作
は
二
三
年
の
場
合
、作

況
指
数
お
よ
び
一
等
米
比
率
が
と
も
に

平
年
並
み
に
戻
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、大

幅
に
改
善
し
、北
海
道
、都
府
県
と
も
三

年
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
に
転
じ
ま
し
た
。二
二

年
は
猛
暑
の
影
響
で
、一
等
米
比
率
が

過
去
最
低
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

景
況
Ｄ
Ｉ
の
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
た

の
と
は
好
対
照
で
す
。

都
府
県
の
酪
農
は
、前
年
の
猛
暑
に

よ
る
繁
殖
へ
の
影
響
や
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
、二
三
年
の
生
乳
生
産
量
が
低

下
し
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、〇・〇
か
ら

▲
二
四・
二
と
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。一
方
、北
海
道
は
、都
府
県
へ

の
飲
用
向
け
生
乳
の
移
送
が
増
加
し
た

こ
と
な
ど
を
受
け
、▲
三
七・八
か
ら
▲

二
五・
二
と
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
ま
し

た
。ま

た
、大
震
災
の
影
響
な
ど
か
ら
、

肉
用
牛
は
▲
四
七・四
、茶
は
▲
四
七
・ 

三
、き
の
こ
▲
四
七・一
、施
設
花
き
▲
三 

八・八
と
、景
況
Ｄ
Ｉ
は
大
き
な
マ
イ
ナ

ス
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、稲
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調査様式

景 

況

平成23年の経営を振り返って、平成22年の経営と比べるといかがでしたか。
年間を通した状況についてご回答ください。

農業経営の業況は

１：良くなった	 ２：変わらない	 ３：悪くなった

今年（平成24年）の経営見通しは、

１：良くなる	 ２：変わらない	 ３：悪くなる
注：稲作からブロイラーまで13業種に分類した業種別に集計し、「良くなった（良くなる）」の構成比から「悪くなった（悪くなる）」
の構成比を差し引き、ＤＩとして分析しています。

震
災
影
響

東日本大震災の影響について、現時点での状況をお伺いします。

震災（津波、原発事故等も含む）によって、経営に悪影響が

１：現在もある　 ２：以前はあったが今はない　 ３：今までない

（上記で「１：現在もある」と答えた人のみお答えください。複数回答可）現在ある悪影響の内容は、

１：生産部門の被害　 ２：資材仕入の被害　 ３：出荷流通の被害　 4：販売価格の下落　 5：風評被害

グラフ1　農業全体グラフ4　露地野菜／施設野菜
60.0

40.0

20.0

0.0

▲20.0

▲40.0

▲60.0
H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

％
60.0

40.0

20.0

0.0

▲20.0

▲40.0

▲60.0
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％

年年

見通し見通し

グラフ2　稲作グラフ5　茶／果樹
60.0

40.0

20.0

0.0

▲20.0

▲40.0

▲60.0
H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

％
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▲20.0

▲40.0

▲60.0
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％

年年

見通し見通し

グラフ3　畑作グラフ6　施設花き
60.0

40.0

20.0

0.0

▲20.0

▲40.0

▲60.0
H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

％
60.0

40.0

20.0

0.0

▲20.0

▲40.0

▲60.0
H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

％

年年

見通し見通し

北海道

露地野菜

茶

都府県

施設野菜

果樹

▲25.2

▲0.7▲7.9

▲32.2

▲19.8▲19.1

▲55.5

4.5

13.1
▲36.9

▲6.8

43.5

14.2

▲11.7

▲0.9

5.0

▲38.8

▲20.5

▲16.6

▲47.3▲32.1

▲6.9

9.9

▲15.7

▲2.0

4.7
▲14.0

作
の
寄
与
は
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
プ
ラ
ス
目
前

先
行
き
を
探
る
二
四
年
の
農
業
全
体

の
経
営
見
通
し
Ｄ
Ｉ（
グ
ラ
フ
１
）は
、

大
震
災
な
ど
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
多
か
っ

た
二
三
年
に
比
べ
、復
興
需
要
な
ど
を

軸
に
し
た
先
行
き
改
善
期
待
感
か
ら

か
、▲
〇・七
と
、プ
ラ
ス
ま
で
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。マ
イ
ナ
ス
幅
が
二
三

年
の
▲
七・九
と
比
べ
さ
ら
に
七
ポ
イ
ン

ト
も
縮
小
し
て
い
ま
す
。
期
待
感
先
行

と
い
っ
た
見
方
も
で
き
そ
う
で
す
。
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〈
東
日
本
大
震
災
の
影
響
〉

被
災
三
県
で
七
割
に
影
響

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
農
業
経
営
へ

の
悪
影
響
に
つ
い
て
、二
四
年
一
月
時
点

で「
現
在
も
あ
る
」「
以
前
は
あ
っ
た
が

今
は
な
い
」「
今
ま
で
な
い
」の
三
択
か
ら

回
答
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、次
の
よ
う

な
結
果
が
出
ま
し
た
。

全
国
で
見
る
と
、大
震
災
の
影
響
に

関
し
て
は
、「
現
在
も
あ
る
」と
の
回
答

が
三
一・四
％
で
し
た
。
ま
た
、「
以
前

は
あ
っ
た
が
今
は
な
い
」と
の
回
答
が
二 

三・〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
２‐１
）。

業
種
別
で
は
、肉
用
牛
の
七
七・八
％

の
経
営
が
、「
現
在
も
あ
る
」と
回
答
し

て
お
り
、悪
影
響
が
広
い
範
囲
で
続
い
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す（
図
２‐２
）。

き
の
こ
は
五
〇
・〇
％
、
酪
農
は
四 

九・七
％
、茶
は
四
二・三
％
、施
設
花
き

は
三
六・六
％
が
、悪
影
響
が「
現
在
も

あ
る
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
業
種
で
は
、農
業
景
況
Ｄ

Ｉ
も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
値
と
な
っ
て
い

て
、震
災
に
よ
る
影
響
が
、二
三
年
の
業

況
に
も
影
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

地
震
や
津
波
な
ど
の
直
接
的
被
害
が

大
き
い
岩
手
、宮
城
、福
島
は
、全
体
の

七
一・四
％
が
経
営
へ
の
悪
影
響
が「
現

在
も
あ
る
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。

グラフ9　肉用牛／養豚
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グラフ10　採卵鶏／ブロイラー
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グラフ7　きのこ
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グラフ8　酪農
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（注：ブロイラーは、平成22年以降のデータより公表しています。）

北海道
採卵鶏

肉用牛

ブロイラー

都府県

▲14.7

▲47.1

▲51.8

9.2

▲24.2

0.0

▲37.8

▲11.4
▲26.9

0

▲6.30
▲20.0

▲50.0

8.4
14.1

12.5

▲6.2

15.5

▲6.8

▲47.4

▲7.4

養豚

東
日
本
大
震
災
の
影
響

被
災
地
の
農
業
経
営
の
多
く
が
、い

ま
だ
震
災
に
よ
る
悪
影
響
か
ら
脱
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す（
図
２‐３
）。
中
で
も
、

肉
用
牛
は
九
八・六
％
、酪
農
は
九
五・二

％
、き
の
こ
は
八
七・五
％
が「
現
在
も

あ
る
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。

価
格
下
落
や
風
評
被
害
が
響
く

経
営
へ
の
悪
影
響
が「
現
在
も
あ
る
」

と
回
答
し
た
方
に
、そ
の
悪
影
響
の
内

容
に
つ
い
て
、「
生
産
部
門
の
被
害
」「
資

材
仕
入
れ
の
被
害
」「
出
荷
流
通
の
被

害
」「
販
売
価
格
の
下
落
」「
風
評
被
害
」

か
ら
選
択（
複
数
回
答
）し
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、全
体
で
は「
販
売
価
格
の
下

落
」と
の
回
答
が
七
四・四
％
と
最
多
で

し
た
。

し
か
し
、原
発
事
故
の
影
響
が
比
較

的
大
き
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
東
北
お
よ

び
関
東
で
は
、「
風
評
被
害
」が
、そ
れ

ぞ
れ
七
二・〇
％
、七
六・一
％
と
最
も
多

い
回
答
と
な
り
ま
し
た（
表‐１
）。

ま
た
、業
種
別
で
は
、多
く
の
業
種
で
、

「
販
売
価
格
」「
風
評
被
害
」の
回
答
割

合
が
高
く
、原
発
事
故
に
よ
る「
風
評

被
害
」が
、「
販
売
価
格
の
下
落
」に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す（
表‐

２
）。一

方
で
、
施
設
花
き
は
、「
販
売
価

格
の
下
落
」の
み
が
八
八・三
％
と
高
く
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１ 地域別 （％）
生産部門
の被害

資材仕入
れの被害

出荷流通
の被害

販売価格
の下落 風評被害

全　国 23.2 27.1 33.0 74.4 60.5
北海道 14.1 39.7 31.3 79.8 46.4
東　北 38.2 25.2 41.0 65.8 72.0
関　東 26.1 17.6 27.8 72.8 76.1
北　陸 14.8 29.6 24.1 63.0 55.6
東　海 7.3 18.2 34.5 87.3 43.6
近　畿 11.4 28.6 25.7 77.1 28.6
中国・四国 9.7 23.9 29.2 80.5 50.4
九　州 9.1 29.9 32.5 86.8 36.0

２ 業種別 （％）
生産部門
の被害

資材仕入
れの被害

出荷流通
の被害

販売価格
の下落 風評被害

稲　作 27.4 32.3 33.5 55.9 67.9
畑　作 16.3 55.6 34.1 73.3 49.6
露地野菜 19.9 43.8 42.5 70.5 54.8
施設野菜 32.7 35.6 36.5 65.4 54.8
　茶　 13.4 15.9 34.1 67.1 87.8
果　樹 21.3 20.0 41.3 65.3 61.3
施設花き 19.8 25.2 27.0 88.3 19.8
きのこ 38.3 36.2 31.9 76.6 57.4
酪　農 26.3 21.2 29.8 84.0 58.2
肉用牛 18.4 10.5 35.6 94.8 80.8
養　豚 22.8 16.5 15.2 75.9 53.2
採卵鶏 18.2 12.1 24.2 78.8 27.3
ブロイラー 72.7 45.5 18.2 36.4 63.6

表　現在もある震災による悪影響の内容
（複数回答）

図2　東日本大震災（津波、原発事故等も含む）による経営への悪影
響の有無

全 　 国

北 海 道

東 　 北

関 　 東

北 　 陸

東 　 海

近 　 畿

中国・四国

九 　 州

稲　　作

畑　　作

露地野菜

施設野菜

茶  　

果　　樹

施設花き

き  の  こ
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肉  用  牛

養　　豚

採  卵  鶏

ブロイラー

【３県合計】

稲　　作

露地野菜

施設野菜

果　　樹

施設花き

き  の  こ

酪　　農

肉  用  牛

養　　豚

ブロイラー

1 地域別

3 岩手・宮城・福島

2 業種別

今までない現在もある 以前はあったが今はない
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87.5
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64.2 18.9 16.9

38.5 23.1 38.5

70.3 21.6 8.1

69.6 8.7 21.7

64.3 17.9 17.9

12.5

95.2 4.8

98.6 1.4

54.1 45.9
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20.1 15.9 64.0
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30.3 27.0 42.7
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42.3 13.4 44.3
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36.6 46.9 16.5

50.0 16.0 34.0

49.7 18.9 31.4

77.8 12.0 10.2

27.5 39.4 33.1

22.8 28.3 49.0

19.0 41.4 39.7

31.4 23.0 45.6

27.1 17.8 55.0

44.0 21.0 35.0
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13.6 14.4 72.0
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22.2 28.6 49.3

〔
調
査
概
要
〕

●
調
査
時
点

平
成
二
四
年
一
月

●
調
査
方
法

往
復
は
が
き
に
よ
る
郵
送

●
調
査
対
象 

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
又
は
農
業
改
良
資
金

融
資
先
の
う
ち
二
万
一
四
八
五
先

た
だ
し
、原
発
事
故
の
避
難
区
域
等
に

つ
い
て
は
、今
回
の
調
査
対
象
外
で
す
。

●
有
効
回
答
数　

七
二
五
八
先（
回
収
率
三
三・八
％
）

な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
震
災
に
よ
る

需
要
の
低
迷
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

「
風
評
被
害
」の
回
答
数
は
、全
体
で

は
六
〇
・五
％
で
す
が
、業
種
別
で
は
、

茶
八
七・八
％
、肉
用
牛
八
〇・八
％
、稲

作
六
七・九
％
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
業
種
の
一
部
で
放
射
性
物
質

の
残
留
等
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、業
種

全
体
に
悪
影
響
が
生
じ
、今
な
お
続
い

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。	

（
情
報
戦
略
部　

天
野　

絵
里
）
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酪
農
を
目
指
し
た
夢
の
一
つ
が

ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
。

父
の
夢
の
ボ
ー
ル
受
け
る
娘
。

目
の
前
に
あ
る
チ
ャ
ン
ス
に

思
う
存
分
や
っ
て
み
た
い
。

伊
藤 

え
り
か
さ
ん

愛
知
県
田
原
市

ス
イ
ー
ツ
＆
ジ
ェ
ラ
テ
リ
ア 

バ
ロ
ッ
ク
店
長

牧
場
に
消
費
者
を
招
い
た
搾
乳
体
験
な
ど
教
育
フ
ァ
ー

ム
を
実
践
し
、自
家
製
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
販
売
す
る
店

を
開
く
。消
費
地
の
生
活
者
に
向
け
て
魅
力
的
な「
魅
せ

る
農
業
」を
積
極
的
に
展
開
す
る
娘
と
父
。「
農
と
食
」

の
ニ
ア
ー
な
関
係
づ
く
り
が
あ
る
。
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ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
は
父
の
夢

豊
橋
市
か
ら
車
で
渥
美
半
島
に
向
か
う
。
街

な
か
を
抜
け
る
と
景
色
は
畑
や
山
に
変
わ
る
。こ

の
変
わ
り
目
が
渥
美
半
島
に
入
っ
た
証
拠
だ
。観

光
地
で
も
あ
り
、電
照
菊
や
メ
ロ
ン
、キ
ャ
ベ
ツ
な

ど
の
農
家
が
群
雄
割
拠
す
る
一
大
農
業
地
帯
に
、

ス
イ
ー
ツ
＆
ジ
ェ
ラ
テ
リ
ア「
バ
ロ
ッ
ク
」は
あ
る
。

白
い
壁
と
ガ
ラ
ス
張
り
の
店
に
入
る
と
ジ
ェ
ラ
ー

ト
や
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
、プ
リ
ン
な
ど
ス
イ
ー
ツ
の

入
っ
た
ケ
ー
ス
が
並
ぶ
。
奥
の
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー

ナ
ー
で
食
べ
る
こ
と
も
で
き
る
。ジ
ェ
ラ
ー
ト
や

ケ
ー
キ
は
す
べ
て
伊
藤
え
り
か
さ
ん（
二
四
）の
手

に
よ
る
も
の
だ
。

「
最
初
は
ジ
ェ
ラ
ー
ト
づ
く
り
に
あ
ま
り
魅
力

を
感
じ
て
な
か
っ
た
ん
で
す
」
―
。
意
外
な
一

言
か
ら
え
り
か
さ
ん
の
取
材
が
始
ま
っ
た
。

店
を
構
え
た
の
は
え
り
か
さ
ん
の
父
で
、計

約
二
七
〇
頭
の
成
牛
、育
成
牛
を
飼
育
す
る
牧

場「
デ
イ
リ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
」を
営
む
伊
藤
立た

つ
る

さ	
ん（
五
九
）。ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
は
立
さ
ん
の

一
〇
年
越
し
の
夢
だ
っ
た
。

会
社
勤
め
を
一
二
年
経
験
し
た
後
、一
九
七
〇

年
か
ら
酪
農
を
始
め
た
立
さ
ん
。
実
家
も
酪
農

を
営
ん
で
い
た
が
、兄
が
後
を
継
い
で
お
り
、実
家

と
は
別
に
経
営
を
始
め
た
。だ
が
初
年
度
か
ら
生

産
調
整
に
直
面
し
、「
五
〇
頭
を
飼
育
す
る
計
画

で
制
度
資
金
を
借
り
、割
り
当
て
ら
れ
た
乳
量
は

牛
一
頭
分
だ
け
」と
苦
労
を
味
わ
っ
た
。

活
路
を
見
い
だ
し
た
の
は
夏
場
の
搾
乳
だ
っ

た
。
牛
の
乳
量
は
落
ち
る
が
逆
に
消
費
は
伸
び

る
。
夏
場
に
搾
乳
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

割
り
当
て
以
上
の
出
荷
が
で
き
る
。
立
さ
ん
は
一

頭
あ
た
り
の
搾
乳
量
を
増
や
そ
う
と
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
研
究
を
し
、実
践
し
た
。そ
の
一
つ
が
牛
の

ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
聴
か
せ
る
音
楽
。
さ

ま
ざ
ま
な
音
楽
を
試
し
、行
き
着
い
た
の
が
バ
ロ
ッ

ク
音
楽
だ
っ
た
。「
人
の
声
が
入
っ
て
お
ら
ず
、音

の
強
弱
が
少
な
い
の
で
牛
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、反
す

う
が
よ
く
な
る
。
す
る
と
胃
の
中
の
状
態
が
良
好

に
な
る
の
で
エ
サ
の
食
べ
が
よ
く
な
り
、乳
量
が
上

が
る
ん
で
す
」と
立
さ
ん
。

就
農
以
来
、夢
中
で
働
い
た
三
年
を
経
て
、酪

農
を
や
め
た
兄
か
ら
牧
場
を
譲
っ
て
も
ら
い
や
っ

と
経
営
が
軌
道
に
乗
っ
た
。

「
前
向
き
で
何
で
も
積
極
的
に
取
り
組
む
タ
イ

プ
」と
え
り
か
さ
ん
が
言
う
通
り
、経
営
を
安
定

さ
せ
た
立
さ
ん
は
、二
〇
〇
〇
年
か
ら
酪
農
教
育

フ
ァ
ー
ム
の
認
証
を
受
け
、消
費
者
を
牧
場
に
招

き
、搾
乳
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
い
消
費
者
と
の

交
流
に
力
を
入
れ
た
。消
費
者
に
愛
さ
れ
る
酪
農

を
目
指
し
た
い
―
。こ
れ
が
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ

プ
へ
の
夢
に
つ
な
が
っ
た
。

故
郷
と
家
族
の
価
値
を
再
認
識

「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
牧
場
が
遊
び
場
で
し
た
」

と
い
う
え
り
か
さ
ん
。
常
に
牛
が
身
近
に
あ
る
生

活
を
送
っ
て
き
た
が
、将
来
の
夢
は
菓
子
職
人
だ

っ
た
。「
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
や
ろ
う
」と
い

う
立
さ
ん
の
誘
い
に
は
乗
ら
ず
、製
菓
の
専
門
学

校
を
卒
業
し
、名
古
屋
市
内
の
洋
菓
子
店
に
就

職
し
た
。勤
務
は
一
年
半
と
短
か
っ
た
が
、「
商
品

p. 

19
製
菓
専
門
学
校
を
卒
業
。洋
菓

子
店
勤
務
後「
バ
ロ
ッ
ク
」の
店

長
に
な
っ
た
。後
方
に
は
立
さ
ん

自
慢
の
牛
の
オ
ブ
ジ
ェ

p. 

20
右
／
お
菓
子
は
や
さ
し
く
、混

じ
り
気
の
な
い
お
い
し
さ
。

人
柄
が
現
れ
て
い
る

左
上
／
え
り
か
さ
ん
ア
イ
デ
ア
の

牛
模
様
の
自
動
販
売
機 

左
下
／
立
さ
ん
と
バ
ロ
ッ
ク
音

楽
を
聞
い
て
育
つ
牛
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く
、自
分
の
思
う
が
ま
ま
仕
事
を
し
た
い
。
そ
う

い
う
チ
ャ
ン
ス
が
目
の
前
に
あ
る
の
だ
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
ん
で
す
」。

立
さ
ん
は
場
所
探
し
に
奔
走
。
牧
場
近
く
の

土
地
を
探
し
た
が
思
う
よ
う
に
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
計
画
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
ジ
ェ
ラ
ー
ト
と

ケ
ー
キ
で
は
別
々
の
加
工
所
が
必
要
な
こ
と
も
わ

か
っ
た
。
も
と
も
と
の
立
さ
ん
の
構
想
は「
バ
ス
の

停
留
所
ほ
ど
の
小
さ
な
店
」だ
っ
た
が
、結
果
的
に

は
国
道
沿
い
に
立
派
な
お
店
を
構
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。父

娘
が
織
り
な
す
“
魅
せ
る
農
業
”

オ
ー
プ
ン
は
一
〇
年
九
月
。
店
名
は
牛
た
ち
が

聴
い
て
い
る
音
楽
か
ら
採
っ
た
。「
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
」と
い
う
ス
タ
ッ
フ
の
明
る
い
声
が
店
内
に
響

く
。テ
ー
ブ
ル
に
は
白
い
バ
ラ
が
一
輪
ず
つ
置
か
れ
、

「
ひ
と
息
入
れ
て
も
ら
え
た
ら
」と
い
う
え
り
か

さ
ん
の
気
遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
一
番
人
気
は
新
鮮
な
生
乳
を
た

っ
ぷ
り
使
っ
た「
牧
場
ミ
ル
ク
」。
と
て
も
さ
っ
ぱ

り
と
し
て
や
さ
し
い
味
だ
。
春
先
の
渥
美
半
島
の

風
物
詩
で
も
あ
る
菜
の
花
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
得
た「
菜
の
花
」と
い
う
フ
レ
ー
バ
ー
も
あ

る
。季
節
で
フ
レ
ー
バ
ー
を
変
え
る
だ
け
で
な
く
、

天
気
予
報
で「
明
日
は
気
温
が
上
が
る
」と
な
れ

ば
さ
っ
ぱ
り
し
た
フ
レ
ー
バ
ー
を
、「
少
し
冷
え
る
」

と
出
る
と
カ
フ
ェ
モ
カ
の
よ
う
な
濃
厚
な
フ
レ
ー
バ

ー
を
作
る
な
ど
細
や
か
に
気
を
遣
う
。

ジ
ェ
ラ
ー
ト
ひ
と
つ
と
っ
て
も
奥
が
深
い
こ
と

を
え
り
か
さ
ん
は
開
店
前
に
研
修
を
受
け
た
酪

農
家
か
ら
学
ん
だ
。「
素
材
次
第
で
ジ
ェ
ラ
ー
ト

は
い
く
ら
で
も
進
化
し
て
い
く
。
盛
り
つ
け
方
も

工
夫
次
第
で
芸
術
品
に
な
る
ん
で
す
よ
」。

オ
ー
プ
ン
し
て
一
年
半
。多
い
日
で
九
〇
〇
人
、

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
と
い
わ
れ
る
二
月
で
も
六
〇
〇
人

が
訪
れ
た
。「
で
も
、も
っ
と
お
い
し
い
と
喜
ん
で

も
ら
え
る
商
品
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」と
え
り

か
さ
ん
は
前
を
向
く
。
目
下
、一
日
一
〇
〇
〇
人

が
目
標
だ
。

オ
ー
プ
ン
当
初
は
ス
タ
ッ
フ
集
め
に
苦
労
し
た

と
い
う
が
、現
在
は
妹
の
み
さ
と
さ
ん（
二
一
）を

は
じ
め
七
名
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
息
も
ぴ
っ
た
り
。「
臨

機
応
変
に
す
ば
や
く
行
動
に
移
し
て
く
れ
る
。ス

タ
ッ
フ
が
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、や
り
が
い
を
持
っ
て

働
く
店
に
す
る
と
い
う
の
も
私
の
目
標
で
す
」。

職
人
で
あ
る
と
同
時
に
店
長
と
し
て
の
覚
悟
が
し

っ
か
り
と
備
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

店
の
周
り
に
は
牛
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
あ
ち
こ
ち
に

あ
る
。「
こ
れ
は
父
の
こ
だ
わ
り
。一
頭
か
と
思
っ

て
い
た
ら
、二
頭
買
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す（
笑
）」。

立
さ
ん
に
え
り
か
さ
ん
の
働
き
ぶ
り
を
聞
く
と

「
要
領
が
よ
く
な
い
ね
。
も
っ
と
効
率
的
に
動
け

ば
い
い
の
に
…
」と
満
面
に
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら

話
す
。念
願
の
夢
を
娘
た
ち
が
叶
え
て
く
れ
た
こ

と
が
う
れ
し
く
て
た
ま
ら
な
い
様
子
だ
。
立
さ
ん

が
書
き
記
し
た
文
章
の
一
つ
に「
今
は
も
う
、消
費

地
の
生
活
者
に
魅
せ
る
農
業
を
営
む
時
代
に
生

き
て
い
る
」と
あ
る
。
父
娘
が
織
り
な
す“
魅
せ
る

農
業
”は
す
で
に
の
ん
び
り
し
た
渥
美
半
島
の
地

に
す
っ
か
り
溶
け
込
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
た
。	

（
青
山
浩
子
／
文　

河
野
千
年
／
撮
影
）

感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
と
、こ
ん
な
に
も
温
か
な
家

族
が
待
っ
て
く
れ
て
い
た
ん
だ
な
と
」。

立
さ
ん
は
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
娘
を
温
か
く
見

守
る
だ
け
で
店
の
こ
と
に
は
ふ
れ
ず
、ひ
と
り
ジ
ェ

ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
準
備
を
す
す
め
て
い
た
。

だ
ん
だ
ん
と
、え
り
か
さ
ん
の
心
の
中
に
ス
イ
ー

ツ
と
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
店
へ
の
意
欲

が
湧
い
て
き
た
。「
誰
か
に
言
わ
れ
た
か
ら
で
は
な

に
向
き
あ
う
姿
勢
は
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
で
き
ま

し
た
し
、お
客
さ
ま
へ
の
心
遣
い
も
教
え
て
頂
き

ま
し
た
。私
の
基
礎
と
な
っ
て
今
日
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
」と
か
み
し
め
る
。

実
家
に
戻
っ
た
え
り
か
さ
ん
を
迎
え
て
く
れ
た

の
は
渥
美
半
島
の
緑
豊
か
な
自
然
と
の
ん
び
り
し

た
空
気
だ
っ
た
。「
出
る
ま
で
は
当
た
り
前
だ
っ

た
景
色
が
、緑
が
輝
い
て
風
が
気
持
ち
い
い
な
と

目下の目標はクオリティを高めることとレパートリーを広げ
ること。ジェラートの本場、イタリアにも行きたい
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連載 第123回

わ
が
国
の
茶
園
は
、一
九
五
〇
年
代
ま
で
は
在

来
種
の
実
生
茶
園
が
大
部
分
で
し
た
。し
か

し
、挿
し
木
に
よ
る
増
殖
技
術
の
確
立
や
茶
原
種
農

場
の
設
置
な
ど
で
、優
良
品
種
苗
木
の
供
給
体
制
の

整
備
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、六
〇
年
代
後
半
以

降
、品
種
化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
は
品
質
が
優
秀
で
収
量
性
も
高
く
、生
産
が

安
定
し
て
い
る「
や
ぶ
き
た
」以
外
に
良
い
品
種
が
な

か
っ
た
の
で
、新
植
や
改
植
に
使
用
さ
れ
た
品
種
の

大
部
分
が「
や
ぶ
き
た
」で
し
た
。現
在
で
は
全
茶
園

の
九
五
％
以
上
が
品
種
園
に
植

え
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、品
種
園
の
約
八
〇	

％
、全
茶
園
面
積
の
七
〇
％
以
上

が「
や
ぶ
き
た
」で
占
め
ら
れ
る
と

い
う
、他
作
物
に
例
を
見
な
い
単

一
品
種
寡
占
化
の
状
況
を
招
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
単
一
品
種
の
寡
占

化
は
、摘
採
期
お
よ
び
労
働
力
の

集
中
、工
場
稼
働
率
の
低
下
、摘

採
適
期
を
逃
す
こ
と
に
よ
る
品
質
の
低
下
、香
味
の

画
一
化
、病
害
虫
の
多
発
化
に
よ
る
防
除
費
の
増
加

な
ど
の
弊
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、早
・

中
・
晩
生
品
種
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
品
種
活
用

の
必
要
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、「
や
ぶ
き
た
」の
優
秀
さ
に
は
変
わ
り
が

な
い
上
、栄
養
繁
殖
で
あ
る
茶
の
定
植
に
は
苗
木
の

供
給
量
確
保
に
手
間
取
り
、さ
ら
に
、一
度
植
え
る

と
改
植
が
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
、定
植
し
て
も
幼
木

期
の
数
年
間
は
管
理
費
が
か
か
り
、収
入
は
期
待
で

き
な
い
な
ど
の
障
害
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、単
一
品
種
寡
占
化
に
よ
る
弊
害
な
ど

の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、鹿
児
島
・
宮
崎
・
京
都
・

愛
知
な
ど
を
除
く
各
県
で
は「
や
ぶ
き
た
」寡
占
化

の
状
態
が
約
二
〇
年
、続
い
て
い
ま
す
。

一
方
、こ
の
二
〇
年
間
に
種
苗
法
に
よ
り
品
種
登

録
さ
れ
た
茶
品
種
数（
登
録
出
願
公
開
中
を
含
む
）

は
五
〇
以
上
に
及
ん
で
い
ま
す
。

「
さ
え
み
ど
り
・
さ
え
あ
か
り
・
は
る
み
ど
り
」な

ど
滋
味
に
優
れ
る
早
・
中
・
晩
生
品
種
、「
ゆ
め
か
お

り
・
み
な
み
さ
や
か
」な
ど
の
ク

ワ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
抵
抗
性
品

種
、「
つ
ゆ
ひ
か
り
・
は
る
の
な
ご

り
・
は
る
も
え
ぎ
・
さ
い
の
み
ど

り
」な
ど
炭
疽
病
や
輪
斑
病
の
抵

抗
性
品
種
、「
そ
う
ふ
う
・
香こ

う
し
ゅ
ん駿・

藤
か
お
り
」な
ど
の
香
気
特
徴

品
種
、「
べ
に
ふ
う
き
・
サ
ン
ル
ー

ジ
ュ
」な
ど
の
機
能
性
成
分
高
含

有
品
種
と
い
っ
た
、単
一
品
種
寡

占
化
の
打
破
に
つ
な
が
る
多
種
多

様
な
優
良
品
種
が
出
番
を
待
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、農
林
水
産
省
で
も
、茶
の
改
植
経
費
や
改

植
に
伴
っ
て
生
じ
る
未
収
益
期
間
の
支
援
対
策
な
ど

の
予
算
措
置
を
講
じ
、産
地
の
競
争
力
向
上
に
向
け

た
優
良
品
種
へ
の
転
換
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
茶
園
で
は
樹
が
老
齢
化
し
、更
新
の
時
期

を
迎
え
て
お
り
、「
や
ぶ
き
た
」以
外
の
品
種
茶
に
対

す
る
流
通
業
者
や
消
費
者
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
を
機
に
、こ
れ
ら
優
良
品
種
の
導
入
が
期

待
さ
れ
ま
す
。	

人気の早生品種「さえみどり」茶園（野菜茶業
研究所・根角厚司氏提供）

はかまた かつひろ
１９４４年静岡県生まれ。静岡大学農学部卒業後、
農林省茶業試験場入省、農林水産省野菜茶業
試験場茶利用加工部長、（独）農研機構野菜茶業
研究所茶業研究官を経て、２００５年から農林漁業
金融公庫（現日本政策金融公庫）勤務。専門は茶
の利用加工・栄養生理。主な編著書に『お茶の力』

（化学工業日報社）がある。

 有望な茶品種への転換 
日本政策金融公庫

テクニカルアドバイザー

袴田 勝弘

Profile
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脱サラでこだわりブドウ生産
有名ソムリエからも高評価

長野県須坂市
楠わいなりー株式会社

ワインに最適なブドウづくりにこだわる楠社長

就農●
設立●

資本金●
代表者●

事業内容●
生産目標●

2004年
2010年
5600万円
楠 茂幸
ブドウ生産、ワイン醸造・販売
ワイン年間3万本／750ml換算

原
料
の
良
さ
で
八
割
決
ま
り

「
ワ
イ
ン
の
お
い
し
さ
は
、原
料
の
ブ
ド

ウ
の
良
さ
で
八
割
方
決
ま
る
。ワ
イ
ン
用

ブ
ド
ウ
に
は
格
好
の
土
地
で
あ
る
須
坂

の
地
で
、ブ
ド
ウ
づ
く
り
に
と
こ
と
ん
こ

だ
わ
っ
て
、須
坂
ら
し
い
ワ
イ
ン
を
発
信

し
て
い
き
た
い
」

そ
う
語
る
の
は
、楠
わ
い
な
り
ー
株
式

会
社
の
社
長
で
あ
る
楠
茂
幸
さ
ん（
五
四

歳
）だ
。

手
塩
に
か
け
て
栽
培
さ
れ
た
ブ
ド
ウ

を
原
料
と
す
る
ワ
イ
ン
は
、二
〇
一
一
年

に
長
野
県
の
認
定
制
度
で
あ
る
原
産
地

呼
称
管
理
制
度
で
認
定
さ
れ
た
際
、白

ワ
イ
ン
で
唯
一「
審
査
員
奨
励
賞
」を
受

賞
し
た
。

シ
ャ
ル
ド
ネ
を
は
じ
め
、そ
の
ブ
ド
ウ

の
品
質
は
、就
農
か
ら
わ
ず
か
八
年
で
、

有
名
ソ
ム
リ
エ
な
ど
審
査
員
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
楠
さ
ん
自
慢
の
ブ
ド
ウ
畑
を

見
て
ま
ず
気
づ
く
の
は
、一
面
下
草
が

生
え
て
お
り
、一
見
何
の
管
理
も
し
て
い

な
い
よ
う
に
見
え
る
こ
と
だ
。
な
ぜ
草

を
刈
ら
な
い
の
か
と
の
問
い
に
、楠
さ
ん
は

「
自
然
界
で
は
、生
き
物
は
そ
れ
ぞ
れ

相
互
に
依
存
し
共
生
し
て
い
る
。
そ
れ

が
大
事
な
ん
だ
」と
言
う
。

だ
か
ら
、畑
に
は
で
き
る
だ
け
人
の
手

は
加
え
な
い
。有
機
肥
料
を
ま
い
て
土
づ

く
り
を
す
る
よ
う
な
こ
と
も
な
い
。
須

坂
と
い
う
土
地
の
気
候
や
自
然
条
件
を

あ
り
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
栽
培
さ
れ
た

ブ
ド
ウ
の
実
は
、繊
細
で
香
り
高
い
国
産

ワ
イ
ン
の
原
料
と
な
る
。

ブ
ド
ウ
栽
培
に
最
適
な
須
坂

こ
の
よ
う
に
書
く
と
、自
然
農
法
の

実
践
者
の
よ
う
な
印
象
を
抱
か
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、実
は
そ
う
で
は
な
い
。

こ
れ
は
楠
さ
ん
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
学
ん
だ
栽
培
の
理
論
的
な
知
識
を
、

こ
れ
ま
で
の
試
行
錯
誤
を
踏
ま
え
、須

坂
市
で
最
適
な
形
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
活

用
し
た
栽
培
法
な
の
だ
。

楠
さ
ん
の
故
郷
の
須
坂
市
は
、昔
か

ら
果
樹
の
産
地
と
し
て
名
を
は
せ
て
き

た
。そ
の
特
徴
は
、扇
状
地
な
ら
で
は
の

水
は
け
の
良
い
土
壌
と
、年
間
平
均
気

温
は
比
較
的
冷
涼
な
が
ら
、春
か
ら
秋

は
一
日
の
寒
暖
差
が
大
き
く
晴
天
が
多

い
気
候
に
あ
る
。

ワ
イ
ン
の
品
質
は
ブ
ド
ウ
の
良
し
あ
し

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
が
、標
高
差
の

あ
る
須
坂
市
の
気
候
は
ボ
ル
ド
ー
な
ど

フ
ラ
ン
ス
の
有
名
産
地
の
有
効
積
算
温

度
に
近
く
、ブ
ド
ウ
栽
培
に
最
適
だ
。

し
か
し
、楠
さ
ん
は
ワ
イ
ン
の
醸
造
に

必
要
な
高
い
糖
度
を
実
現
す
る
た
め
、

そ
の
気
候
条
件
を
最
大
限
に
活
用
し
よ

う
と
、栽
培
に
独
自
の
工
夫
を
凝
ら
し
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て
い
る
。

中
で
も
、個
々
の
木
が
ゆ
っ
た
り
空

間
を
取
れ
る
よ
う
、木
々
の
間
隔
を
と

っ
て
植
栽
し
て
い
る
。こ
れ
は
、日
本
の

多
湿
な
環
境
を
考
慮
し
、風
通
し
や
日

当
た
り
を
良
く
し
、光
合
成
を
活
発
に

し
て
実
の
糖
分
が
最
大
限
蓄
積
さ
れ
る

よ
う
に
し
た
も
の
だ
。

こ
の
方
法
に
よ
り
、畑
全
体
で
の
生
産

量
は
落
ち
込
む
が
、醸
造
に
最
適
な
高

品
質
の
ブ
ド
ウ
が
つ
く
ら
れ
る
の
だ
。

実
は
以
前
、楠
さ
ん
は
リ
ー
ス
会
社

に
勤
務
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た
。

そ
ん
な
楠
さ
ん
が
ワ
イ
ン
づ
く
り
を

目
指
し
た
き
っ
か
け
は
、海
外
赴
任
で

仕
事
上
の
付
き
合
い
か
ら
ワ
イ
ン
と
接

す
る
機
会
が
増
え
、興
味
を
持
ち
始
め

た
こ
と
だ
っ
た
。

日
本
で
最
高
ワ
イ
ン
を
つ
く
る

東
北
大
学
工
学
部
を
卒
業
し
た
楠
さ

ん
は
、も
と
も
と「
も
の
づ
く
り
」に
対

す
る
関
心
が
高
く
、ワ
イ
ン
の
知
識
を
学

ぶ
に
つ
れ
て
、科
学
的
な
理
論
や
、自
分

の
技
量
・
セ
ン
ス
に
左
右
さ
れ
る
ワ
イ
ン

づ
く
り
に
み
ず
か
ら
関
わ
り
、「
い
ず
れ

は
自
分
が
日
本
で
最
高
の
ワ
イ
ン
を
つ
く

っ
て
み
た
い
」と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

ワ
イ
ン
づ
く
り
へ
の
想
い
が
楠
さ
ん
の

背
中
を
押
し
た
。二
○
○
一
年
に
思
い
切

っ
て
退
職
し
帰
郷
し
た
楠
さ
ん
は
、ブ

ド
ウ
か
ら
ワ
イ
ン
醸
造
ま
で
の
一
貫
生

産
を
目
指
す
こ
と
を
決
意
し
た
。

ワ
イ
ン
の
国
際
的
な
産
地
で
あ
る
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
渡
り
、世
界
有
数
の
ワ

イ
ン
研
究
機
関
を
持
つ
ア
デ
レ
ー
ド
大

学
大
学
院
で
二
年
間
、ブ
ド
ウ
栽
培
と

ワ
イ
ン
醸
造
に
関
す
る
専
門
知
識
を
学

ん
だ
の
だ
。

遊
休
農
地
利
用
し
規
模
拡
大

そ
の
後
、二
〇
〇
四
年
に
帰
国
。
新

規
就
農
を
希
望
し
た
が
、実
家
が
農
家

で
な
く
、脱
サ
ラ
組
の
楠
さ
ん
に
、当
初

は
農
地
確
保
の
あ
て
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
、須
坂
市
の
新
規
就
農
者
支

援
制
度
で
五
○
㌃
の
農
地
の
借
り
入
れ

が
で
き
た
。
ま
た
、市
の
紹
介
で
、ブ
ド

ウ
農
家
で
の
実
地
研
修
も
受
講
し
た
。

こ
の
よ
う
な
支
援
も
あ
り
、栽
培
は

徐
々
に
軌
道
に
乗
っ
て
、三
年
目
に
は

品
質
や
収
穫
量
の
面
で
一
定
の
確
信
が

持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
後
も
規
模

を
拡
大
し
、現
在
で
は
約
三
㌶
を
栽
培

す
る
に
至
っ
て
い
る
。

須
坂
市
で
も
遊
休
農
地
が
増
え
て
い

る
が
、楠
さ
ん
は
市
の
支
援
の
も
と
に
、

そ
れ
ら
遊
休
農
地
を
借
り
受
け
、規
模

拡
大
に
役
立
て
て
い
る
。

遊
休
農
地
の
方
が
比
較
的
容
易
に
借

り
入
れ
が
可
能
な
の
だ
。そ
れ
に
加
え
、

欧
州
系
の
ワ
イ
ン
用
品
種
を
主
に
植
栽

す
る
た
め
、既
成
の
樹
園
地
で
は
植
え

替
え
の
手
間
が
必
要
と
な
り
、デ
メ
リ
ッ

ト
と
な
る
。

遊
休
農
地
で
は
、開
墾
が
必
要
だ
が
、

独
自
の
工
夫
で
高
品
質
の
ブ
ド
ウ
を
栽

培
す
る
楠
さ
ん
に
と
っ
て
は
、最
適
な
栽

培
方
法
を
考
え
な
が
ら
植
栽
が
可
能
で
、

む
し
ろ
都
合
が
よ
い
、と
い
う
の
だ
。

就
農
八
年
で
念
願
の
一
貫
生
産

現
在
、日
本
産
ワ
イ
ン
が
ブ
ー
ム
と
な

っ
て
い
る
。こ
れ
は
、ワ
イ
ン
の
品
質
向

上
に
加
え
、原
産
地
呼
称
管
理
制
度
な

ど
生
産
情
報
開
示
に
関
す
る
認
定
制

度
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
も
寄
与
し
て
い

る
。楠

さ
ん
は
、収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
の
ワ
イ

ン
醸
造
を
近
隣
の
業
者
に
委
託
し
て
い

た
。
自
前
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
構
え
る
前

に
、栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
し
っ
か
り
身
に
つ

け
、販
売
先
も
確
保
す
る
こ
と
が
先
決

だ
っ
た
か
ら
だ
。

こ
の
よ
う
に
醸
造
さ
れ
た
ワ
イ
ン
が
、

就
農
か
ら
六
年
後
の
二
〇
〇
九
年
に
初

め
て
長
野
県
の
認
定
を
受
け
た
。
そ
の

後
も
毎
年
認
定
を
受
け
、次
第
に
ワ
イ

ン
業
界
で
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

認
定
制
度
で
の
認
定
や
知
名
度
の
向

上
の
ほ
か
、ブ
ド
ウ
栽
培
に
も
あ
る
程
度

め
ど
が
つ
い
た
た
め
、楠
さ
ん
は
一
〇
年

春
に
、当
初
か
ら
の
構
想
だ
っ
た
ワ
イ
ナ

リ
ー
建
設
を
決
断
し
た
。

同
時
に
、ワ
イ
ン
愛
好
家
や
地
元
の
企

業
経
営
者
な
ど
多
数
の
支
援
者
か
ら
出

資
を
得
て
、一
〇
年
一
二
月
に
経
営
を

法
人
化
し
た
。

一
一
年
に
公
庫
資
金
を
利
用
し
て
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
建
設
し
、醸
造
免
許
も
取

得
し
た
。ブ
ド
ウ
づ
く
り
を
始
め
て
か
ら

八
年
目
で
、原
料
の
栽
培
か
ら
醸
造
・
販

売
ま
で
、念
願
の
一
貫
生
産
体
制
の
構

築
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
だ
。

販
売
先
の
確
保
に
も
熱
が
入
る
。こ

れ
ま
で
愛
好
家
の
口
コ
ミ
な
ど
で
顧
客

を
広
げ
て
き
た
が
、試
飲
会
や
ブ
ド
ウ

収
穫
祭
で
も
消
費
者
と
積
極
的
に
接
し

て
い
る
。

実
際
に
ワ
イ
ン
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
、

消
費
者
と
の
交
流
を
深
め
て
、ブ
ー
ム
に

左
右
さ
れ
ず
長
く
愛
飲
し
て
も
ら
え
る

関
係
を
築
く
こ
と
が
目
標
だ
。

ま
た
、地
元
の
観
光
協
会
や
旅
館
、レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

地
域
ぐ
る
み
で
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
、地
域

振
興
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

昨
年
秋
に
収
穫
さ
れ
た
ブ
ド
ウ
は
、念

願
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
醸
造
中
で
、い
よ
い

よ
今
年
六
月
頃
に
販
売
予
定
だ
。「
日
本

で
最
高
の
ワ
イ
ン
を
つ
く
る
」と
い
う
夢

の
実
現
に
一
歩
近
づ
く
。楠
さ
ん
は
着
実

に
歩
を
進
め
て
い
る
。	

（
情
報
戦
略
部
・
田
口　

靖
之
）
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私
が
民
間
企
業
か
ら
転
職
し
、青
森
県
な
ど
地
域
の

産
業
支
援
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
六
年
が
た
ち
ま

し
た
。こ
の
間
、わ
が
国
の
食
と
農
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き

く
変
化
し
、多
く
の
地
域
で「
食
産
業
」が
地
域
を
支
え
る

重
要
な
産
業
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、地
域
の「
食
産
業
」の
振
興
を
目
指
す
支
援

に
取
り
組
ん
で
き
た
中
で
、私
が
特
に
留
意
し
て
い
る
三
点

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
点
目
は「
外
貨
の
獲
得
」と「
地
域
内
で
の
経
済
循
環
」

に
つ
い
て
で
す
。

多
く
の
地
域
で
は「
外
貨
の
獲
得
」が
課
題
と
、よ
く
指

摘
さ
れ
ま
す
。一
次
産
品
や
付
加
価
値
を
増
し
た
加
工
品

を
首
都
圏
な
ど
の
都
市
部
、さ
ら
に
は
海
外
を
含
む
地
域

外
に
販
売
し
て「
外
貨
の
獲
得
」を
目
指
す
こ
と
は
重
要
で

す
。一

方
で
、地
域
の
一
次
産
品
が
そ
の
地
域
で
手
に
入
り
に

く
か
っ
た
り
、そ
の
一
次
産
品
を
地
域
外
で
さ
ま
ざ
ま
な

か
た
ち
に
加
工
し
た
上
で
地
域
内
に
て
販
売
さ
れ
る
な
ど
、

「
食
産
業
」に
お
い
て
は
、ま
だ
ま
だ
地
産
地
消
の
余
地

や
、加
工
に
お
け
る
付
加
価
値
の
地
域
外
へ
の
流
出
が
少
な

く
な
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、そ
う
し
た
現
状
に

疑
問
を
抱
く
地
域
の
人
た
ち
も
増
え
て
い
ま
す
。

首
都
圏
の
販
売
業
者
か
ら
は
、「
消
費
者
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
売
れ
て
い
る
も
の
、地
元
の
消
費
者
に
評
価
さ
れ

て
い
る
も
の
を
求
め
て
い
る
」と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

地
域
外
で
の
販
売
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
場
合
に
お
い

て
も
、ま
ず
は
地
元
の
消
費
者
に
食
さ
れ
、愛
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
条
件
に
な
っ
て
い
て
、「
外
貨
の
獲
得
」と「
地
域
内

で
の
経
済
循
環
」を
、う
ま
く
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
な

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

二
点
目
は「
個
別
の
事
業
や
商
品
開
発
の
支
援
」と「
地

域
の
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
」に
つ
い
て
で
す
。

地
域
資
源
活
用
や
農
商
工
連
携
、六
次
産
業
化
な
ど
国

の
法
律
に
基
づ
く
事
業
認
定
や
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
か

ら
先
進
事
例
や
成
功
事
例
を
生
み
出
し
、そ
れ
が
他
の
事

公
益
財
団
法
人

21
あ
お
も
り
産
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

加
藤 

哲
也

（
四
四
歳
）

●
か
と
う　

て
つ
や
●

一
九
六
七
年
石
川
県
生
ま
れ
。
九
二
年
東
北
大

学
大
学
院
農
学
研
究
科
農
芸
化
学
専
攻
修
了

（
農
学
修
士
）。
同
年
、味
の
素（
株
）に
入
社
。

食
品
原
料
部
・
品
質
管
理
担
当
課
長
な
ど
を

歴
任
。二
〇
〇
六
年
同
社
を
退
社
し
、（
公
財
） 

21
あ
お
も
り
産
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
就
任
。一
一
年
度（
独
）科
学

技
術
振
興
機
構（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）の「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
賞
・
若
手
賞
」な
ど
を
受
賞
。
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主張・多論百出

最
後
に
、三
点
目
は「
イ
ベ
ン
ト
型
の
取
り
組
み
」と「
地

道
で
着
実
な
取
り
組
み
」に
つ
い
て
で
す
。

「
食
産
業
」に
か
か
わ
ら
ず
、地
域
に
内
発
的
な
新
し
い

産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
自
体
、数
年
単
位
で
成
し
遂
げ

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、ま
ず
は
一
〇
年
単
位
の
長
い
年
月

が
か
か
る
も
の
で
す
。

昨
今
の
各
地
域
で
の
取
り
組
み
は「
イ
ベ
ン
ト
型
」に
や
や

偏
り
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
週
末
の
イ
ベ
ン
ト
に

は
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
す
が
、平
日

に
な
る
と
依
然
と
し
て
地
域
に
変
化
は
な
く
、結
果
、安
定

雇
用
の
創
出
も
な
い
と
い
っ
た
事
例
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

食
産
業
に
関
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
に
お
い
て
は
、将
来

を
見
据
え
た
上
で
、地
域
の
農
商
工
連
携
や
地
域
内
で
の

加
工
品
製
造
の
推
進
、地
域
に
根
差
し
た
商
品
の
販
路
拡

大
な
ど
日
々
の
地
道
で
着
実
な
取
り
組
み
が
あ
っ
て
こ
そ
、

イ
ベ
ン
ト
や
イ
ベ
ン
ト
型
商
品
が
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す

の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
三
点
を
踏
ま
え
、バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
大
切
に
、今

後
の
食
産
業
振
興
に
向
け
た
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、役
割
を
果
た
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。	

業
者
の
模
範
と
な
っ
て
、各
地
域
で
の
事
業
の
機
運
を
高
め

る
と
い
う
取
り
組
み
は
重
要
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、個
別
の
事
業
者
の
経
営
革
新
や
商

品
開
発
へ
の
取
り
組
み
ば
か
り
で
は
、「
食
産
業
」の

振
興
に
よ
っ
て
一
次
産
業
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
経
済
の

疲
弊
を
食
い
止
め
る
と
い
っ
た
大
き
な
流
れ
を
つ
く
り
出
す

の
に
は
足
り
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、農
商
工
連
携
を
進
め
よ
う
と
し
た
際
に
、

「
地
域
の
飲
食
店
が
、地
域
の
食
材
を
使
い
こ
な
せ
な
い
」

と
い
っ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
こ
り
ま
す
。

地
域
に「
一
次
加
工
」（
皮
む
き
、カ
ッ
ト
、冷
凍
、乾
燥
、

ペ
ー
ス
ト
化
な
ど
）と
呼
ば
れ
る
仕
組
み
が
存
在
し
な
く

な
っ
た
た
め
に
、飲
食
店
は
地
元
の
食
材
を「
自
分
た
ち
が

使
用
で
き
る
か
た
ち（
一
次
加
工
品
）」で
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、地
域
ご
と
の
一
次

加
工
拠
点
の
設
置
な
ど
、個
別
事
業
者
の
努
力
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
、地
域
の
多
く
の
事
業
者
が

参
画
、連
携
で
き
る
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
や
地
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
、実
行
が
個
別
支
援
と
並
行
し
て
必
要

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

食
産
業
は
個
別
事
業
者
だ
け
で
は
解
決
し
な
い

地
域
の
事
業
者
が
参
画
す
る
仕
組
み
が
必
要
だ
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巨
大
消
費
地
・
東
京
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、千
葉
県
で
豚
の
繁
殖
と
肥
育
の
生

産
か
ら
加
工
、販
売
ま
で
の
一
貫
経
営
で

成
功
。「
元
気
豚
」と
い
う
形
で
の
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、生
産
工

程
の「
見
え
る
化
」に
よ
っ
て
、安
全
・
安

心
の
食
材
づ
く
り
に
こ
だ
わ
る
経
営
手
法

が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

ユ
ニ
ー
ク
社
名
は
若
者
対
策

―
ま
ず
お
聞
き
し
た
い
と
思
っ
た
の

は
、養
豚
の
イ
メ
ー
ジ
が
全
く
な
い
社
名

の
由
来
で
す
。
ビ
ー
ン
ズ
と
あ
る
の
で
、

お
豆
な
ど
と
関
係
あ
る
の
か
と
？

内
山　

そ
う
受
け
止
め
ら
れ
ま
し
た
か
。

実
は
、個
人
経
営
の
養
豚
業
を
法
人
化

す
る
際
に
、担
い
手
と
な
る
若
者
の
社
員

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、ハ
イ
カ
ラ
な

横
文
字
の
社
名
が
い
い
な
、と
い
う
こ
と
で
、

シ
リ
ー
ズ　

変
革
は
人
に
あ
り

「
元
気
豚
」ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
成
功

「
見
え
る
化
」で
安
全
・
安
心
目
指
す

内
山 

利
之
さ
ん
千
葉
県

有
限
会
社 

ジ
ェ
リ
ー
ビ
ー
ン
ズ

砂
糖
菓
子
の
名
前
を
使
っ
て
ジ
ェ
リ
ー
ビ

ー
ン
ズ
と
し
た
の
で
す
。

―
内
山
さ
ん
自
身
が「
こ
れ
が
い
い
」と

最
終
判
断
し
た
の
で
す
か
。

内
山　
二
〇
年
前
の
法
人
化
当
時
、す
で

に
集
ま
っ
て
く
れ
て
い
た
若
い
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
、社
名
を
考
え
て
決
め
た
の
で

す
。
養
豚
業
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
し
た

が
、畜
産
の
イ
メ
ー
ジ
の
な
い
方
が
経
営

に
広
が
り
が
出
る
と
考
え
ま
し
た
。

―
高
校
卒
業
後
、実
家
の
養
豚
経
営

に
か
か
わ
り
、そ
の
後
の
ご
自
身
の
経
営

関
与
を
含
め
三
五
年
以
上
で
す
ね
。
ず

ば
り
、こ
の
お
仕
事
は
面
白
い
？

内
山　
面
白
い
で
す
ね
。
人
懐
こ
い
豚
の

飼
育
そ
の
も
の
が
好
き
で
す
し
、豚
の
一

貫
経
営
に
関
し
て
も
、消
費
者
の
方
々
に

お
い
し
く
て
安
全
か
つ
安
心
な
豚
肉
を
食

べ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
原
点
に
、さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
を
こ
ら
し
た
経
営

を
す
れ
ば
、確
実
に
結
果
が
出
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

消
費
者
ニ
ー
ズ
探
る
こ
と
重
要

―
「
元
気
豚
」と
い
う
、思
わ
ず
食
べ
て

み
た
く
な
る
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
も
、ア
イ
デ

ア
経
営
の
一
環
で
す
か
。

内
山　

生
産
地
の
地
域
名
を
つ
け
た
豚

肉
に
関
し
て
は
、私
の
経
営
感
覚
で
い
け

ば
単
に
国
産
豚
と
か
豚
肉
の
産
地
名
で

の
ア
ピ
ー
ル
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
消
費
者

に
説
明
し
や
す
い
も
の
、お
い
し
さ
を
含

め
て
他
産
地
の
も
の
に
比
べ
て
、明
ら
か

に
差
別
化
で
き
る
強
み
が
あ
り
、イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
豚
肉
を
ど
う
つ
く
り
出
す
か

が
重
要
で
す
。

「
元
気
豚
」と
い
う
商
標
登
録
を
し
て
、

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
こ
と
に
し

た
の
も
、わ
れ
わ
れ
な
り
の
経
営
努
力
の

結
果
で
す
が
、そ
の
強
み
が
生
き
て
、価

格
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

―
確
か
に
生
産
者
の
顔
が
見
え
、ブ
ラ

ン
ド
価
値
が
加
わ
れ
ば
、消
費
者
も
安
心

し
て
、そ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
が
つ
い
た
豚
肉
を

買
う
で
し
ょ
う
ね
。

内
山　
わ
れ
わ
れ
の
場
合
、直
接
販
売
や

通
信
販
売
で
消
費
者
と
の
接
点
を
持
つ

以
外
に
、ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、外
食
な

ど
の
企
業
に
も
卸
し
て
い
ま
す
。
当
然
な

が
ら
売
れ
筋
商
品
を
目
指
し
て
、わ
れ
わ

れ
独
自
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
を
行

う
と
同
時
に
、ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
商

品
購
入
部
門
の
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
ら
と
の
情

報
交
換
な
ど
で
、商
品
開
発
の
ヒ
ン
ト
も

得
て
い
ま
す
。

大
事
な
の
は
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
探

り
、そ
れ
を
生
産
現
場
や
加
工
の
現
場
に
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変革は人にあり

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
付
加
価
値
を
付
け

た
商
品
を
つ
く
り
出
せ
る
か
ど
う
か
で

す
。安

全
は
当
然
、問
題
は
安
心
確
保

―
食
品
メ
ー
カ
ー
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
安
全
・
安
心
に
は
大
変
な
気
遣
い
を
さ

れ
て
い
る
と
か
。

内
山　
当
然
で
す
。
私
の
持
論
で
す
が
、

わ
れ
わ
れ
食
品
メ
ー
カ
ー
は
安
全
・
安
心

を
貫
き
、消
費
者
に
支
持
を
得
る
よ
う
に

必
死
で
努
力
し
ま
す
。た
だ
、安
全
確
保

に
細
心
の
注
意
を
払
う
の
は
当
然
で
す

が
、問
題
は
安
心
確
保
で
す
。

―
と
言
い
ま
す
と
？

内
山　

安
心
と
い
う
の
は
、食
べ
て
い
た

だ
く
消
費
者
の
方
々
の
信
頼
を
勝
ち
取

る
と
い
う
か
、信
頼
を
築
く
し
っ
か
り
と

し
た
取
り
組
み
を
し
な
い
と
、絶
対
に
得

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

―
具
体
的
に
は
、ど
の
よ
う
に
消
費
者

の
信
頼
を
築
く
取
り
組
み
を
？

内
山　
ず
ば
り
、生
産
過
程
の
オ
ー
プ
ン

化
で
す
。
最
近
の
言
葉
で
言
え
ば「
見
え

る
化
」で
す
。
消
費
者
の
方
々
に
、す
べ
て

の
工
程
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
養

豚
事
業
や
豚
肉
の
加
工
事
業
が
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、ひ
と
目
で
わ
か
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、あ
る
言
葉
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。

―
ど
ん
な
言
葉
が
ヒ
ン
ト
に
？

内
山　
消
費
者
の
方
か
ら「
子
供
た
ち
に

安
心
し
て
食
べ
さ
せ
ら
れ
る
豚
肉
を
頼
む

ね
」と
い
う
言
葉
を
も
ら
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
し
た

ね
。「

元
気
豚
」も
単
に
ブ
ラ
ン
ド
だ
け
で

な
く
、清
潔
な
生
産
工
程
で
つ
く
り
、し

か
も
本
当
に
お
い
し
い
豚
肉
だ
と
感
じ
て

も
ら
う
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
。

「
見
え
る
化
」の
一
つ
と
し
て
、地
元
の

小
・
中
学
生
に
食
育
と
い
う
形
で
、生
産

現
場
の
見
学
や
農
場
で
の
体
験
学
習
の

場
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
は
率

直
で
す
か
ら
、感
じ
た
と
お
り
に
親
へ
伝

え
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
の
で
す
。

ま
た
、地
域
の
畜
産
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
養
豚
組
合
が
一
〇
年
以
上
、千

葉
の
地
元
の
学
校
給
食
に
豚
肉
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

各
種
検
査
で
安
全
管
理
徹
底

―
安
全
管
理
は
、ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
ま
す
か
。

内
山　
加
工
品
の
各
種
衛
生
検
査
、金
属

探
知
機
検
査
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、金
属

以
外
の
異
物
混
入
を
防
ぐ
た
め
、Ｘ
線
検

査
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
検
査

結
果
を
公
表
し
、安
全
・
安
心
を
得
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。取
り
組
み
へ
の
姿
勢
・
努

力
が
大
事
で
す
。

―
豚
が
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
生

産
管
理
も
大
変
で
し
ょ
う
？

内
山　
安
全
・
安
心
を
得
る
の
は
細
心
の

注
意
を
払
う
こ
と
が
大
事
で
す
が
、豚
の

繁
殖
や
肥
育
の
過
程
で
は
特
に
重
要
で

す
。コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

タ
の
管
理
を
行
い
、異
常
が
す
ぐ
発
見
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、千
葉
県
農
業
共
済
組
合
の
家

畜
診
療
所
の
検
査
体
制
が
完
備
さ
れ
病

気
チ
ェ
ッ
ク
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で

豚舎で子豚の成育状況をチェックする内山社長

う
ち
や
ま　

と
し
ゆ
き

一
九
五
九
年
千
葉
県
生
ま
れ
。五
三
歳
。県
立
多
古
高
卒

業
と
同
時
に
旧
農
林
省
管
轄
の
牧
場
で
一
年
間
研
修
。

七
九
年
に
養
豚
繁
殖
経
営
を
父
親
か
ら
引
き
継
ぐ
。

八
〇
年
に
肥
育
経
営
も
手
掛
け
、一
貫
生
産
体
制
に
。

九
二
年
に
経
営
を
法
人
化
し
、代
表
に
就
任
。家
族
は
母

と
妻
、娘
二
人
。

有
限
会
社
ジ
ェ
リ
ー
ビ
ー
ン
ズ

本
社
は
千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
。
内
山
利
之
代
表
取

締
役
社
長
。資
本
金
九
〇
〇
万
円
。一
九
九
二
年
に
個

人
事
業
の
養
豚
経
営
を
法
人
化
し
有
限
会
社
ジ
ェ
リ
ー

ビ
ー
ン
ズ
を
設
立
。二
〇
〇
〇
年
に
食
肉
加
工
工
場
を

建
設
。二
〇
〇
六
年
に
自
社
ブ
ラ
ン
ド「
元
気
豚
」を
商
標

登
録
。母
豚
一
三
〇
〇
頭
で
一
貫
経
営
。食
肉
加
工
、外

食
や
中
食
向
け
の
販
売
に
加
え
通
信
販
売
、直
接
販
売

な
ど
。社
員
は
パ
ー
ト
を
含
め
六
〇
人
。年
商
一
四
億
円
。

Profile

D
ata
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す
。東

京
と
い
う
大
消
費
地
を
抱
え
、豚

肉
な
ど
の
生
産
量
が
多
い
生
産
県
の
た

め
、安
全
確
保
の
イ
ン
フ
ラ
が
あ
る
の
も

強
み
で
す
。

―
オ
ー
ル
イ
ン
・
オ
ー
ル
ア
ウ
ト
と
い

う
シ
ス
テ
ム
も
導
入
さ
れ
て
い
る
と
か
。

内
山　
カ
タ
カ
ナ
ば
か
り
で
、分
か
り
に

く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、肥
育
豚
を
全

頭
出
荷
し
た
後
、舎
内
を
す
べ
て
ク
リ
ー

ン
な
状
態
に
し
た
上
で
、次
の
群
を
入
舎

さ
せ
る
こ
と
で
す
。
病
気
を
出
さ
な
い
シ

ス
テ
ム
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

先
進
例
を
海
外
に
学
ぶ
必
要

―
先
進
事
例
を
学
ぶ
た
め
、海
外
に
も

よ
く
行
か
れ
る
よ
う
で
す
ね
。

内
山　

豚
舎
の
設
備
や
豚
の
飼
育
技
術

に
つ
い
て
は
、Ｅ
Ｕ
の
養
豚
に
先
進
例
が

あ
っ
た
り
し
ま
す
か
ら
、い
い
も
の
を
学
び

取
る
た
め
、二
年
に
一
回
は
必
ず
行
き
ま

す
。
必
要
が
あ
る
と
き
に
は
毎
年
の
よ
う

に
行
き
ま
す
の
で
、と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
す
。

―
「
元
気
豚
」が
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
、ヨ
ー

ク
シ
ャ
、デ
ュ
ロ
ッ
ク
を
掛
け
合
わ
せ
た

三
元
豚
と
い
う
の
も
、そ
の
学
習
効
果
？

内
山　

繁
殖
性
が
い
い
も
の
と
か
、肉
質

が
優
れ
て
い
る
も
の
と
か
、豚
の
品
種
を

見
極
め
て
最
良
の
も
の
を
つ
く
る
の
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。「
元
気
豚
」は
お
か
げ
で
普

通
の
豚
の
一・四
倍
の
サ
シ
、つ
ま
り
豚
肉

に
筋
間
脂
肪
が
入
り
、食
感
も
や
わ
ら

か
く
、う
ま
味
の
濃
い
肉
に
な
っ
て
い
ま

す
。―

養
豚
経
営
は
、飼
料
を
海
外
に
依

存
す
る
た
め
、国
際
商
品
市
況
が
値
上

が
り
し
た
ら
す
ぐ
に
打
撃
を
受
け
る
で

し
ょ
う
。
対
策
は
？

内
山　

経
営
者
と
し
て
頭
を
痛
め
る
の

は
、安
全
・
安
心
対
策
と
同
時
に
、エ
サ
の

対
策
で
す
。
原
材
料
コ
ス
ト
の
中
で
も
、エ

サ
対
策
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す

が
、あ
り
が
た
い
こ
と
に
、わ
れ
わ
れ
の
場

合
、エ
サ
の
物
流
面
で
、強
み
を
持
っ
て
い

る
の
で
す
。

―
と
言
い
ま
す
と
？

内
山　

実
は
、海
外
か
ら
の
飼
料
輸
入

港
の
鹿
島
港
に
比
較
的
近
い
立
地
条
件

に
あ
る
た
め
、遠
距
離
に
あ
る
養
豚
経
営

の
方
々
に
比
べ
て
、輸
送
頻
度
が
多
く
、

そ
の
た
め
物
流
コ
ス
ト
が
格
段
に
安
く
済

む
、と
い
う
強
み
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は

大
き
い
経
営
フ
ァ
ク
タ
ー
で
す
。

―
鹿
島
港
か
ら
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
距
離

な
の
で
す
か
。

内
山　
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
で
一
時
間
圏
内
で

す
。
東
京
湾
沿
い
に
あ
っ
た
飼
料
工
場
が

大
型
船
の
入
れ
る
鹿
島
に
移
り
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
場
合
、一
カ
月
に
一
〇
〇
〇

㌧
の
輸
入
飼
料
を
使
う
た
め
、物
流
コ
ス

ト
を
ど
こ
ま
で
抑
え
る
か
、効
率
化
す
る

か
が
大
事
で
す
。

―
港
に
近
い
こ
と
は
確
か
に
強
み
で
す

ね
。

内
山　
そ
う
で
す
。わ
れ
わ
れ
の
場
合
、

一
日
で
往
復
三
便
が
可
能
で
す
が
、遠
距

離
の
方
だ
と
、そ
れ
が
一
便
限
り
と
な
り

ま
す
。
す
る
と
物
流
コ
ス
ト
の
差
は
大
き

い
で
す
。
輸
入
飼
料
の
価
格
で
差
が
な

け
れ
ば
、コ
ス
ト
対
策
は
物
流
に
な
り
ま

す
。―

今
は
川
上
イ
ン
フ
レ・
川
下
デ
フ
レ
と

い
う
、言
っ
て
み
れ
ば
輸
入
飼
料
高
の
一

方
で
、川
下
の
販
売
戦
線
で
は
低
価
格
競

争
で
す
か
ら
大
変
で
す
ね
。

内
山　

輸
入
飼
料
で
経
営
が
縛
ら
れ
る

状
況
を
、本
当
に
何
と
か
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
が
、現
実
問
題
と
し
て
厳
し
い
。

あ
と
は
川
下
の
部
分
で
ど
う
勝
負
す
る

か
が
、ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

―
「
元
気
豚
」の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
な
ど

が
ポ
イ
ン
ト
に
？

内
山　
一
〇
年
前
に
、豚
肉
の
加
工
用
の

ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
っ
た
の
も
理
由

が
あ
っ
て
、消
費
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
お

い
し
い
、付
加
価
値
の
高
い
、売
れ
る
商
品

の
品
ぞ
ろ
え
を
多
く
す
る
こ
と
だ
と
思
っ

た
の
で
す
。

―
そ
れ
が
成
功
し
た
の
で
す
ね
。

内
山　
も
ち
ろ
ん
、マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー

チ
を
し
た
結
果
、行
き
つ
い
た
結
論
で
す

が
、特
に
消
費
者
の
方
々
に
安
全
・
安
心

だ
け
で
な
く
、お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
商
品

を
提
供
す
る
こ
と
だ
と
。
そ
う
す
れ
ば
、

そ
れ
に
見
合
っ
て
、付
加
価
値
の
高
い
分

を
価
格
に
上
乗
せ
し
て
も
納
得
い
た
だ

け
る
と
思
っ
た
の
で
す
。

川
下
デ
フ
レ
巻
き
込
ま
れ
ず

―
川
下
デ
フ
レ
に
巻
き
込
ま
れ
ず
に
、

一
定
の
価
格
を
維
持
で
き
る
？

内
山　
そ
う
で
す
。価
格
が
他
の
店
よ
り

も
、や
や
割
高
で
も
品
質
や
味
で
納
得
い

た
だ
け
ば
、「
よ
し
、買
お
う
」と
な
り
ま

す
か
ら
ね
。

―
今
の
農
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
六

次
産
業
化
を
実
践
さ
れ
れ
て
い
る
の
も
プ

ラ
ス
に
働
い
て
い
ま
す
ね
。

内
山　
六
次
産
業
化
を
意
識
し
て
、ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
化
し
た
わ
け
で
は
な
く
、経

営
に
取
り
組
ん
で
い
る
う
ち
に
、結
果
的

に
、そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
、と
い
う
だ
け

で
す
。

―
あ
と
、地
域
と
の
共
生
を
大
事
に
さ

れ
て
い
る
と
か
。

内
山　
そ
う
で
す
ね
。わ
れ
わ
れ
は
、地

域
の
耕
畜
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

周
辺
の
耕
種
農
家
の
方
々
が
肥
料
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
堆
肥
や
液
肥
を

散
布
機
械
な
ど
と
と
も
に
、無
償
で
提
供

す
る
こ
と
で
、文
字
通
り
共
生
し
て
い
ま

す
。	

	

（
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

牧
野 

義
司
）
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僕
、お
コ
メ
、特
に
炊
き
た
て
の
白
い
ご
飯
が
大
好
き
で
す
。ほ
か
ほ
か
ご

飯
に
佐
賀
名
物
が
ん
漬
け
と
有
明
海
苔
が
あ
れ
ば
、サ
イ
コ
ー
っ
す
ね
！

勝
手
に
お
コ
メ
マ
ニ
ア
。自
称
、日
本
一
コ
メ
大
好
き
男
を
名
乗
っ
て
ま
す
。

幼
少
の
時
か
ら
、ご
飯
が
大
、大
、大
っ
好
き
で
し
た
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

つ
く
っ
て
く
れ
る
お
に
ぎ
り
が
、大
好
物
だ
っ
た
ん
で
す
。い
っ
つ
も
お
い
し
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
に
ぎ
り
。で
も
、た
ま
〜
に
、マ
ズ
い
時
が
あ
っ
た
ん
で

す
。頬
張
っ
た
一
口
目
で
、“
ゲ
ッ
、今
日
の
お
に
ぎ
り
、い
つ
も
と
違
う
”っ
て

分
か
る
ん
で
す
よ
。そ
れ
で
お
い
し
い
お
に
ぎ
り
と
の
差
は
何
な
ん
だ
ろ
う
と

思
い
、調
べ
た
ん
で
す
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、そ
の
時
は
、炊
飯
ジ
ャ
ー
で
一
日
中

保
温
し
て
い
た
ご
飯
で
お
に
ぎ
り
つ
く
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
ね

―
。

こ
の
時
、お
コ
メ
へ
の
熱
き
探
究
心
が
僕
の
心
に
芽
生
え
た
ん
で
す
。そ
し

て
、年
を
追
う
ご
と
に
ま
す
ま
す
過
熱
し
て
い
き
ま
し
た
。

東
京
農
業
大
学
の
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
に
時
間
を
見
つ
け
て
は
通
い
勉
強

し
、お
米
マ
イ
ス
タ
ー
に
相
談
し
て
自
分
好
み
の
コ
メ
の
ブ
レ
ン
ド
を
試
し
、ま

た
朝
食
、昼
食
、夕
食
に
そ
れ
ぞ
れ
違
う
コ
メ
を
炊
く
な
ど
し
て
い
た
ら
、炊

い
た
ご
飯
の
匂
い
や
食
感
で
コ
メ
の
品
種
を
当
て
る
利
き
米
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
あ
っ
、研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
集
中
力
と
鋭
い
嗅
覚
が
必
要
な

の
で
、春
の
花
粉
症
の
時
期
だ
け
は
無
理
で
す
ね（
笑
）。

一
粒
一
粒
が
イ
キ
イ
キ
と
輝
く
よ
う
な
コ
メ
の
炊
き
方
や
保
存
法
に
も
こ

だ
わ
っ
て
い
ま
す
。ラ
イ
ス
ボ
ト
ル
と
い
う
コ
メ
の
保
存
容
器
を
あ
み
だ
し
、

特
許
ま
で
取
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。コ
メ
を
ラ
イ
ス
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
で

保
存
し
、研
ぐ
と
き
は
、ラ
イ
ス
ボ
ト
ル
に
水
を
注
い
で
三
回
振
る
だ
け
で

Ｏ
Ｋ
。
手
を
ぬ
ら
さ
ず
に
ご
飯
が
炊
け
ち
ゃ
い
ま
す
。こ
の
方
法
、ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
で
も
可
能
な
の
で
、皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

将
来
の
夢
は
、故
郷
の
佐
賀
で
コ
メ
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
す
。
実
は
、テ

レ
ビ
番
組
の
企
画
で
、愛
知
県
新
城
市
の
棚
田
で
半
年
か
け
て
種
も
み
を
ま

く
と
こ
ろ
か
ら
コ
メ
づ
く
り
を
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、本
当
に
大
変
で

し
た
。
農
家
の
方
は
、プ
ロ
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
正
直
、尊
敬
し
ま
す
。日

本
は
、農
家
の
方
々
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
お
か
げ
で
お
い
し
い
お
コ
メ
が
食
べ
ら

れ
る
。そ
の
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
！
お
コ
メ
マ
ニ
ア
の
探
究

心
は
こ
れ
か
ら
も
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

おコメマニア

お笑いタレント

はなわ
はなわ
佐賀県出身。1stシングル「佐賀県」はオリコン初登場5位（売上
枚数約25万枚）を記録する。千葉テレビ放送「カラオケトライア
ルⅢ」に出演中。音楽プロデューサー、歌手、アーティスト、俳優
としても活躍している。
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養
殖
技
術
完
成
へ
の
期
待

「
チ
ョ
ウ
ザ
メ
は
サ
メ
の
仲
間
で
す
か
？
」と
よ
く
聞

か
れ
る
が
、サ
メ
で
は
な
い
。ウ
ロ
コ
が
蝶
の
よ
う
な
形
、

尾
び
れ
が
サ
メ
と
同
じ
形
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
つ
い

た
和
名
で
あ
る
。世
界
的
に
は「
エ
ン
ペ
ラ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」

や「
皇
魚
」の
名
称
を
持
つ
高
貴
な
魚
で
あ
る
。

チ
ョ
ウ
ザ
メ
は
、古
生
代（
お
よ
そ
二
億
年
前
）に
出

現
し
た
古
代
魚
で
、主
に
、カ
ス
ピ
海
沿
岸
や
黒
海
沿

岸
、ア
ム
ー
ル
川
、北
米
太
平
洋
沿
岸
な
ど
で
漁
獲
さ

れ
て
い
る
。
世
界
で
確
認
さ
れ
て
い
る
種
は
、約
二
六
種

に
分
類
さ
れ
、中
で
も
体
重
一
㌧
の
オ
オ
チ
ョ
ウ
ザ
メ

は
、寿
命
一
〇
〇
年
以
上
に
達
す
る
。

チ
ョ
ウ
ザ
メ
か
ら
採
れ
る
キ
ャ
ビ
ア
は
、食
通
に
垂
涎

の
的
で
、近
年
は
不
適
切
な
チ
ョ
ウ
ザ
メ
採
捕
・
流
通

が
横
行
し
、ま
た
、石
油
・
天
然
ガ
ス
開
発
の
影
響
や
石

油
化
学
工
場
の
汚
染
等
に
よ
る
生
息
環
境
の
悪
化
な

ど
の
原
因
に
よ
り
、資
源
は
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い

る
。こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、保
護
を
目
的
と
し
て
、

一
九
九
八
年
にC

IT
E
S

（
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
）に
よ
り
貿

易
規
制
が
設
け
ら
れ
た
。世
界
的
に
キ
ャ
ビ
ア
の
流
通

は
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、希
少
価
値
の
高
ま
り
と
相

ま
っ
て
、多
く
の
料
理
店
や
消
費
者
に
根
強
い
需
要
が

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、「
天
然
が
ダ
メ
な
ら
養
殖
」

と
、養
殖
キ
ャ
ビ
ア
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。と
こ

ろ
が
チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
に
必
要
な
人
工
稚
魚
は
大
量
に

生
産
す
る
こ
と（
種
苗
生
産
）が
難
し
い
た
め
、稚
魚
の

供
給
量
が
少
な
く
、そ
れ
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
、養
殖

が
伸
び
な
い
状
況
に
あ
る
。

八
三
年
、日
ソ
漁
業
協
定
の
親
善
の
証
し
と
し
て
、日

本
に
贈
ら
れ
た
チ
ョ
ウ
ザ
メ（
ベ
ス
テ
ル
種
：
オ
オ
チ
ョ

ウ
ザ
メ
と
コ
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
交
配
種
）の
う
ち
、二
〇
〇

尾
を
宮
崎
県
が
い
た
だ
き
、県
水
産
試
験
場
小
林
分
場

に
お
い
て
種
苗
生
産
の
研
究
に
着
手
し
た
。

稚
魚
生
産
の
研
究
が
実
っ
た
日

九
一
年
に
は
、地
方
水
産
試
験
場
で
は
初
め
て
ベ
ス
テ

ル
種
の
人
工
ふ
化
に
成
功
し
、そ
の
成
果
を
生
か
し
て
、

九
三
年
に
本
県
が
養
殖
対
象
種
と
し
て
有
望
視
し
た
シ

ロ
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
人
工
種
苗
生
産
の
研
究
に
移
行
。二
〇	

〇
四
年
に
は
全
国
で
初
め
て
完
全
養
殖（
稚
魚
→
親
魚

→
卵
→
稚
魚
）に
成
功
し
た
。

〇
四
年
以
後
は
、人
工
種
苗
を
量
産
化
す
る
取
り

組
み
を
始
め
た
が
、そ
の
壁
は
高
く
、生
産
量
は
不
安

定
な
状
況
が
続
い
た
。一
方
で
、人
工
種
苗
の
量
産
化

の
研
究
は
確
実
に
養
殖
技
術
の
解
明
に
つ
な
が
っ
て
い

っ
た
こ
と
か
ら
、そ
の
技
術
を
養
殖
現
場
で
実
証
す
る

特
別
編

地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖

宮
崎
県
水
産
政
策
課 

主
幹
　

西
府 

稔
也

中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
意
外
な
取
り
組
み
が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。宮
崎
県
の
水
産
研
究
機
関
が

三
〇
年
前
か
ら
試
み
て
き
た
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
養
殖
で
あ
る
。チ
ョ
ウ
ザ
メ
か
ら
生
産
さ
れ
る
キ
ャ
ビ
ア

は
フ
ォ
ア
グ
ラ
、ト
リ
ュ
フ
と
並
ぶ
世
界
三
大
珍
味
で
、高
級
食
材
と
し
て
需
要
が
あ
る
。

宮
崎
県
特
産
キ
ャ
ビ
ア
が
生
ん
だ
地
方
再
生
、地
域
再
生
の
特
別
編
レ
ポ
ー
ト
。

連
載　
地
域
再
生
へ
の
助
走
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まちづくり むらづくり

試
験
を
民
間
の
養
殖
業
者
七
社
の
協
力
を
得
て
進
め

て
き
た
。

具
体
的
に
は
、先
駆
者
で
あ
る
七
業
者
と
と
も
に
チ

ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
技
術
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、適
切
な

飼
育
環
境
・
歩
留
ま
り
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、さ
ら
に
、

最
適
な
飼
料
の
開
発
や
効
率
的
な
雌
雄
判
別
方
法
な

ど
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
結
果
、養
殖
未
経
験
生

産
者
に
も
飼
育
可
能
な
生
産
方
法
・
支
援
体
制
を
つ
く

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
、一
一
年
春
、量
産
化
試
験
に
成
功
。
目
標
と

し
て
い
た
五
万
尾
の
シ
ロ
チ
ョ
ウ
ザ
メ
稚
魚
の
生
産
を
実

現
し
た
の
で
あ
る
。よ
う
や
く
人
工
種
苗
の
量
産
化
に

め
ど
が
立
ち
、水
産
試
験
場
の
苦
労
が
実
っ
た
瞬
間
で

も
あ
っ
た
。い
よ
い
よ
、こ
の
種
苗
と
養
殖
技
術
を
県
内

の
事
業
者
に
広
く
提
供
し
、チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
を
本
県

の「
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
」と
し
て
展
開
す
る
時
が
や
っ
て

き
た
の
だ
。

中
山
間
地
域
へ
の
普
及
を
広
げ
る

宮
崎
県
水
産
試
験
場
が
生
産
し
た
一
一
年
産
の
人

工
種
苗
を
大
量
に
買
い
付
け
た
本
県
の
チ
ョ
ウ
ザ
メ
養

殖
の
先
駆
者
で
あ
る
七
業
者
は
、早
速
、本
格
的
な
養

殖
を
開
始
し
て
い
る
。そ
の
量
は
二
万
尾
を
超
え
、こ
の

時
点
で
、宮
崎
県
は
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の「
日
本
一
の
養
殖
産

地
」と
な
っ
た
。

だ
が
、世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、欧
州
、中
東
、米

国
、そ
し
て
、最
近
は
中
国
で
も
養
殖
キ
ャ
ビ
ア
の
生

産
量
が
増
加
し
て
い
る
。キ
ャ
ビ
ア
は
世
界
共
通
の
食

材
で
あ
り
、い
ず
れ
は
日
本
に
大
量
に
輸
入
さ
れ
る
こ

と
も
想
像
に
難
く
な
い
。今
、宮
崎
県
が
や
る
べ
き
こ
と

は
、こ
れ
ら
生
産
国
に
負
け
な
い
強
い
産
地
を
つ
く
る
こ

と
で
あ
る
。強
い
産
地
と
は
、生
産
量
が
安
定
し
て
い
る

こ
と
、品
質
が
高
く
安
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
で
一
定
の
高
品
質
化
は
果
た
せ
た
。

次
に
や
る
こ
と
は
、養
殖
業
者
の
数
を
増
や
し
、生
産

量
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
を
行
う
た
め
に
は
、豊
富
な
飼
育

水
量
と
適
切
な
飼
育
環
境
、そ
し
て
、養
殖
場
を
造
る

場
所
が
必
要
で
あ
る
。
本
県
に
場
所
を
探
っ
て
み
る
と
、

中
山
間
地
域
に
条
件
を
満
た
す
適
地
が
多
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。

本
県
の
中
山
間
地
域
は
、人
口
が
約
四
四
万
人
で
、

県
人
口
の
約
四
割
を
占
め
て
お
り
、ま
た
、県
土
面
積

も
約
九
割
を
占
め
る
な
ど
、本
県
に
と
っ
て
大
変
重
要

な
地
域
で
あ
る
。こ
の
地
域
に
は
経
営
規
模
が
小
さ
な

profile
西府 稔也　さいふ　としや
1966年生まれ。宮崎県児湯
郡川南町出身。88年、宮崎県
庁に水産技師として入庁し、水
産行政畑一筋で、これまでに、
資源管理、水産業改良普及、漁
業振興、漁業許認可、漁業取り
締まり等の業務に従事。
2011年から、水産政策課企
画流通担当リーダーとして、水
産業に係る計画等の企画立案
や水産物の流通・販売業務を
担当。

上：シロチョウザメ
中：宮崎産キャビア
下：チョウザメ養殖技術研究会（雌雄判別技術研修）

チョウザメ養殖
チョウザメ養殖は、宮崎県総
合計画「未来みやざき創造プラ
ン」（2011年度策定）に掲げる
「フードジビネス展開プログラ
ム」の施策の一つとして位置づ
け、県・市町村・宮崎県チョウザ
メ普及促進協議会（09年に発
足し、会員は県内養殖業者10
名。チョウザメの知名度アップと
販路開拓を目的に、イベントへの
参加や量販店等との商談を実
施。）などが連携して、日本一の
チョウザメ産地形成に向けた取
り組みを進めている。



2012・6 AFCフォーラム　33

企
業
が
多
く
、近
年
の
景
気
の
冷
え
込
み
で
こ
れ
ら
の

企
業
の
経
営
が
疲
弊
し
て
、雇
用
の
確
保
も
難
し
い
た

め
、特
に
若
年
層
の
流
出
が
進
み
、地
域
を
維
持
す
る

こ
と
が
非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
。中
山
間
地
域
の

再
興
を
図
る
た
め
に
は
、新
た
な
産
業
の
創
出
に
よ
る

地
場
企
業
の
基
盤
強
化
と
地
域
住
民
の
雇
用
の
拡
大

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
、こ
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
の
課
題
に
チ

ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
が
応
え
ら
れ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
、中
山
間
地
域
の
市

町
村
の
協
力
も
得
て
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
開
始
し

た
の
で
あ
る
。

養
殖
の
Ｐ
Ｒ
は
各
種
媒
体
を
通
じ
て
行
う
ほ
か
、地

域
の
人
た
ち
を
募
っ
て
、「
あ
な
た
も
チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
」と
い
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し

て
い
る
。さ
ら
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
事
業
者
な

ど
に
は
個
別
説
明
を
す
る
な
ど
新
規
着
業
者
を
掘
り

起
こ
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、一
年
足
ら
ず
の
取
り
組
み
で
は
あ
る
が
、

一
二
年
四
月
現
在
、新
た
に
八
業
者
が
加
わ
り
、一
五

業
者
が
チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
を
開
始
す
る
な
ど
、徐
々
に
、

広
が
り
を
見
せ
始
め
て
い
る
。

養
殖
は
、本
格
的
に
採
卵
で
き
る
ま
で
の
飼
育
期
間

が
一
〇
年
程
度
と
長
期
に
及
ぶ
た
め
、養
殖
経
営
は
飼

育
に
不
安
を
覚
え
る
者
も
見
ら
れ
る
の
で
、関
心
の
あ

る
者
に
は
、個
別
の
相
談
対
応
を
行
い
な
が
ら
、そ
の
不

安
の
払
拭
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

試
食
会
の
開
催
で
Ｐ
Ｒ
活
動

チ
ョ
ウ
ザ
メ
は
キ
ャ
ビ
ア
に
利
用
さ
れ
る
印
象
が
強

い
が
、実
は
、魚
肉
も
お
い
し
い
。一
〇
年
間
飼
育
し
た

シ
ロ
チ
ョ
ウ
ザ
メ
は
、魚
体
重
が
四
〇
㌔
グ
ラ
ム
に
も
な

り
、魚
肉
と
し
て
も
相
当
量
を
出
荷
で
き
る
。
魚
肉
の

有
効
利
用
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
宮
崎
県
で
養
殖

し
て
い
る
チ
ョ
ウ
ザ
メ
は
飼
育
方
法
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る

た
め
、魚
肉
に
透
明
感
が
あ
っ
て
、歯
ご
た
え
の
あ
る
き

れ
い
な
白
身
で
、日
本
料
理
、西
洋
料
理
と
も
に
む
い
て

い
る
。刺
身
は
も
と
よ
り
、焼
き
物
、炒
め
物
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
料
理
に
適
す
る
食
材
で
あ
る
。

さ
ら
に
、魚
肉
に
は
Ｅ
Ｐ
Ａ
、Ｄ
Ｈ
Ａ
、タ
ウ
リ
ン
を
含

む
ほ
か
、県
、大
学
、企
業
の
共
同
研
究
で
、脳
血
管
性

認
知
症
や
不
眠
症
、疼
痛
等
の
予
防
・
改
善
効
果
が
知

ら
れ
る
カ
ル
ノ
シ
ン
を
多
く
含
み
、ま
た
、魚
皮
に
は
大

量
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
機
能
性
成
分

の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

食
材
の
み
な
ら
ず
、化
粧
品
、栄
養
補
助
食
品
な
ど

利
用
の
幅
も
広
い
。現
在
、養
殖
業
者
の
中
に
は
、化
粧

品
や
石
け
ん
を
は
じ
め
、ウ
ロ
コ
の
工
芸
品
な
ど
、多
様

な
製
品
の
製
造
・
販
売
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年
の
秋
か
ら
は
宮
崎
産
シ
ロ
チ
ョ
ウ
ザ
メ
キ
ャ
ビ

ア
の
出
荷
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。養
殖
試
験
を
開
始
し
た

〇
四
年
産
稚
魚
が
よ
う
や
く
出
荷
を
迎
え
る
。
来
年

秋
か
ら
の
本
格
的
出
荷
に
先
ん
じ
て
、今
秋
に
も
顔
見

せ
が
で
き
る
の
だ
。出
荷
を
前
に
し
て
、現
在
、養
殖
業

者
の
組
織「
宮
崎
県
チ
ョ
ウ
ザ
メ
普
及
促
進
協
議
会
」が

主
体
と
な
っ
て
、宮
崎
産
キ
ャ
ビ
ア
や
魚
肉
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
る
。
今
年
二
月
に
は
、福
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、一
日
限
り
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ィ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
に

チ
ョ
ウ
ザ
メ
を
提
供
、三
月
に
は
、宮
崎
市
内
の
ホ
テ
ル

で
県
知
事
も
参
加
し
て
県
内
の
有
識
者
ほ
か
総
勢
約

四
〇
名
を
招
待
し
た
試
食
会
が
開
催
さ
れ
た
。イ
ベ
ン

ト
参
加
者
か
ら
は
品
質
の
高
さ
に
絶
賛
の
言
葉
を
い
た

だ
き
、今
後
の
販
売
に
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、宮
崎
産

チ
ョ
ウ
ザ
メ
、キ
ャ
ビ
ア
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
安
定
し
た

販
路
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

オ
ー
ル
宮
崎
県
で
世
界
に
発
信

以
前
は
、チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
種
類
に
よ
っ
て
キ
ャ
ビ
ア
の

価
格
が
付
い
て
い
た
。オ
オ
チ
ョ
ウ
ザ
メ（
ベ
ル
ー
ガ
）の

キ
ャ
ビ
ア
は
卵
形
が
大
き
く
、ま
た
、そ
の
希
少
価
値

か
ら
六
〇
万
～
一
〇
〇
万
円
／
㌔
グ
ラ
ム
の
高
値
で
取

引
さ
れ
て
き
た
。し
か
し
、こ
の
種
の
キ
ャ
ビ
ア
の
流
通

が
皆
無
の
状
況
に
な
っ
て
、今
や
キ
ャ
ビ
ア
の
価
格
は
加

工
技
術
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
世
界
的
に
は
キ
ャ

ビ
ア
本
来
の
風
味
が
味
わ
え
る「
フ
レ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ビ
ア
」

や
長
期
保
存
が
可
能
な「
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
キ
ャ
ビ

ア
」が
流
通
し
て
い
る
。

一
方
、宮
崎
県
で
は
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
新
た
な
加

工
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
近
々
、そ
の
技

術
を
使
っ
た
宮
崎
県
産
キ
ャ
ビ
ア
を
全
国
・
世
界
に
発

信
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

養
殖
技
術
、産
地
形
成
、そ
し
て
販
路
。こ
れ
ら
が

整
う
こ
と
で
、養
殖
経
営
が
安
定
し
、新
た
な
業
者
の

参
入
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、チ
ョ
ウ
ザ
メ
を
通
じ
て

商
工
・
観
光
業
と
連
携
し
た
地
域
お
こ
し
が
活
発
化

し
、私
た
ち
が
目
標
と
す
る「
チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
に
よ
る

中
山
間
地
域
の
活
性
化
」が
達
成
さ
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

取
り
組
み
は
ま
だ
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る

が
、宮
崎
県
が
掲
げ
る「
オ
ー
ル
宮
崎
」の
県
民
運
動
の

精
神
で
、そ
の
実
現
に
向
け
て
今
後
と
も
ま
い
進
し
て

ま
い
り
た
い
。	

まちづくり むらづくり
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書評

書
評

未み
ぞ
う

曾
有
の
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
で
、最
も

大
き
な
犠
牲
者
を
出
し
た
の
が
、東
北
の
三
陸
沿
岸
の

漁
業
地
帯
で
あ
る
。
地
震
と
津
波
の
発
生
直
後
か
ら
一

年
近
く
、大
日
本
水
産
会
会
長
と
し
て
支
援
と
復
興

に
取
り
組
ん
だ
筆
者
の
白
須
さ
ん
が
、現
地
の
漁
業
関

係
者
か
ら
生
の
話
を
聞
き
、東
北
の
水
産
業
再
生
へ
の

道
筋
を
示
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

筆
者
は
農
水
事
務
次
官
を
務
め
た
官
僚
だ
が
、か
つ

て
水
産
庁
長
官
と
し
て
水
産
行
政
に
携
わ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、水
産
業
に
対
す
る
思
い
入
れ
の
強
い
水
産
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
で
あ
る
。

今
回
の
震
災
で
最
も
懸
念
さ
れ
た
こ
と
は
、被
災
し

た
漁
業
者
が
、再
び
漁
業
に
戻
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
心
配
で
あ
る
。３
Ｋ（
き
つ
い
、き
た
な
い
、き
け

ん
）の
代
表
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
漁
業
で
は
、な
か
な
か

若
者
が
後
継
者
に
な
っ
て
く
れ
な
い
。
現
在
、全
国
に

約
二
〇
万
人
の
漁
業
就
業
者
が
い
る
が
、毎
年
一
万
人

ず
つ
減
り
続
け
て
い
る
。そ
こ
に
大
震
災
が
襲
っ
た
。震

災
後
一
カ
月
た
っ
た
時
点
で
、宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

が
調
べ
た
と
こ
ろ
、組
合
員
の
二
九
％
が「
廃
業
し
た
い
」

と
答
え
た
と
い
う
。

由
々
し
き
こ
と
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。一
方

で
、六
二
％
も
の
人
た
ち
が「
再
び
漁
業
で
生
き
て
い
き

た
い
」と
答
え
て
く
れ
て
い
る
の
は
心
強
い
。「
海
と
と

も
に
生
き
る
し
か
な
い
」と
考
え
る
漁
師
が
多
い
の
で
あ

る
。
評
者
の
知
人
で
あ
る
気
仙
沼
の
漁
師
も「
海
は
と

き
に
津
波
と
い
う
牙
を
む
く
が
、普
段
は
豊
か
な
恵
み

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
」と
、漁
業
再
生
に
向
け
立
ち

上
が
っ
て
い
る
。海
に
罪
は
な
い
の
で
あ
る
。

漁
業
復
興
特
区
、民
間
企
業
の
漁
業
参
入
な
ど
、漁

業
復
興
の
た
め
の
構
想
が
い
く
つ
か
提
起
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は「
既
存
の
権
利
者
と
の
調
整
や
漁
場
環
境
の
保

全
な
ど
、地
元
漁
業
者
と
の
十
分
な
調
整
が
不
可
欠
」

と
指
摘
し
て
い
る
。そ
の
通
り
だ
ろ
う
。

三
陸
の
塩
釜
、石
巻
、気
仙
沼
、宮
古
な
ど
の
漁
港
で

魚
の
水
揚
げ
が
再
開
さ
れ
、再
生
へ
の
歩
み
が
始
ま
っ
て

い
る
。
水
産
加
工
業
も
、徐
々
に
で
は
あ
る
が
復
興
し

始
め
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

そ
れ
と
対
照
的
に
、今
な
お
再
生
へ
向
け
、明
る
い
兆

し
の
見
え
な
い
の
が
、原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染

問
題
を
抱
え
た
地
域
で
あ
る
。
福
島
県
や
茨
城
県
の

海
域
で
は
再
生
へ
の
展
望
が
開
け
て
い
な
い
。

地
震
と
津
波
と
い
う
自
然
の
災
禍
に
対
し
て
私
た
ち

人
類
は
立
ち
直
れ
る
が
、原
子
力
事
故
と
い
う
文
明
の

災
禍
に
は
無
力
で
あ
る
こ
と
が
も
ど
か
し
い
。	

『
東
日
本
大
震
災
と
こ
れ
か
ら
の
水
産
業
』

白
須 
敏
朗
著

水
産
業
復
興
へ
の
取
り
組
み
と
道
筋

村
田 

泰
夫

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

読まれてます　三省堂書店農水省売店（平成24年４月１日～平成24年４月３０日・価格は税込み）

（成山堂書店・1,500円 税込）

タイトル 著者 出版社 定価
1 TPPはいらない！ グローバリゼーションからジャパナイゼーションへ 篠原 孝/著  日本評論社 1,680円

2 限界集落の真実 過疎の村は消えるか？ 山下 祐介/著 筑摩書房 924円

3 TPPで日本は世界一の農業大国になる ついに始まる大躍進の時代 浅川 芳裕/著 ベストセラーズ 1,575円

4 食の終焉 ポール・ロバーツ/著 ダイヤモンド社 2,940円

5 食糧危機にどう備えるか 求められる日本農業の大転換 柴田 明夫/著 日本経済新聞出版社 1,890円

6 日本農業の底力 TPPと震災を乗り越える！ 大泉 一貫/著 洋泉社 840円

7 日本の魚は大丈夫か 漁業は三陸から生まれ変わる 勝川 俊雄/著 ＮＨＫ出版 777円

8 まだ知らされていない壊国ＴＰＰ ～主権侵害の正体を暴く～ 日本農業新聞取材班/著 創森社 1,470円

9 漁業という日本の問題 勝川 俊雄/著 ＮＴＴ出版 1,995円

10 「食への信頼見える化計画」進行中！ フードコミュニケーションプロジェクト→2011 神井 弘之/著 鶏卵肉情報センター 1,890円
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農林水産省経営局
経営政策課長

山口 英彰
Hideaki Yamaguchi

やまぐち ひであき
1961年福岡県生まれ。85年東京大学法学部卒業。
同年農林水産省入省。経営政策課長、協同組織課
長、大臣官房参事官を経て、2011年5月より現職。

農
業
者
の
皆
さ
ま
が
経
営
状
況
を
み
ず
か
ら
の
手
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、経
営
マ
イ
ン
ド
の
向
上
や

経
営
内
容
の
改
善
を
図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た「
新
た
な
農
業
経
営
指
標
」を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。農
業
者
を
は
じ
め
、金
融
機
関
や
行
政
機
関
な
ど
幅
広
い
関
係
者
に
、

ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
た
な
農
業
経
営
指
標
を
策
定
し
ま
し
た
！

客
観
的
視
点
で
経
営
改
善
を

わ
が
国
の
農
業
が
厳
し
い
状
況
に
直

面
す
る
中
、農
業
の
将
来
を
担
う
農
業

者
が
さ
ら
な
る
経
営
発
展
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
は
、み
ず
か
ら
の
経
営
を

客
観
的
に
捉
え
、問
題
点
や
課
題
を
発

見
し
、そ
れ
ら
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

農
林
水
産
省
で
は
、昨
年
一
〇
月
に

策
定
さ
れ
た『
我
が
国
の
食
と
農
林
漁

業
の
再
生
の
た
め
の
基
本
方
針
・
行
動

計
画
』に
お
い
て
、農
業
経
営
者
を
客

観
的
に
評
価
す
る
指
標
を
策
定
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、農
業
者
が

み
ず
か
ら
の
経
営
改
善
の
た
め
に
活
用

で
き
る
新
た
な
経
営
指
標
の
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

検
討
に
当
た
っ
て
は
、先
進
的
な
農

業
者
や
農
業
団
体
、税
理
士
と
い
っ
た

専
門
家
な
ど
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、日
本
政
策
金
融
公
庫
農

林
水
産
事
業
本
部
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
本
年
三
月
に「
新
た
な

農
業
経
営
指
標
」の
第
一
弾
と
し
て
、

幅
広
く
農
業
者
が
活
用
で
き
る
よ
う

「
簡
易
な
指
標
」を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

三
つ
の
指
標
か
ら
経
営
評
価

こ
の
新
た
な
農
業
経
営
指
標
は
、農

業
者
が
経
営
改
善
に
必
要
な
取
り
組

み
の
実
施
状
況
や
経
営
デ
ー
タ
を
み
ず

か
ら
の
手
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、経

営
マ
イ
ン
ド
の
向
上
や
経
営
内
容
の
見

直
し
を
行
い
、ひ
い
て
は
農
業
者
の
所
得

の
向
上
な
ど
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
取
組
指
標
」「
技
術

指
標
」「
財
務
指
標
」の
三
つ
の
指
標
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、そ
の
全
体
を「
評

価
結
果
シ
ー
ト
」で
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）取
組
指
標

農
業
経
営
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
経

営
管
理
、生
産
、販
売
・
加
工
、財
務
、

労
務
な
ど
に
関
す
る
一
四
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、み
ず
か
ら
の
現
在
の
取
り
組

み
状
況
が
三
つ
の
選
択
肢
の
ど
れ
に
当

た
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

図
１
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
形
式
に
な
っ
て
お
り
、①
、

②
、③
の
選
択
肢
の
中
か
ら
自
分
の
経

営
の
状
況
に
合
致
し
て
い
る
も
の
を
一
つ

選
択
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
４
．農
作

業
記
録
」に
つ
い
て
み
る
と
、「
毎
日
の
農

作
業
記
録
を
書
面
で
残
し
、作
業
の
改

善
に
役
立
て
て
い
る
」と
い
う
取
組
指
標

に
対
し
、①（
き
ち
ん
と
取
り
組
ん
で
い

る
）か
ら
、③（
取
り
組
み
と
し
て
は
十

分
と
は
い
え
な
い
）ま
で
の
選
択
肢
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
い
っ
た
チ
ェ
ッ
ク

を
す
べ
て
の
項
目
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
さ
ら
に
、②
や
③
を
選
択
し
た
項

目
に
つ
い
て
は
、改
善
の
優
先
度
も
書
い

て
も
ら
い
、み
ず
か
ら
が
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
経
営
改
善
を
実
践
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
２
）技
術
指
標
・
財
務
指
標

技
術
指
標
に
つ
い
て
は
、農
業
経
営

の
基
本
と
な
る
労
働
力
、農
地
、生
産
・

販
売
の
状
況
を
基
に
評
価
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、財
務
指
標
に
つ
い
て
は
、一

年
間
の
経
営
成
績
を
基
に
判
断
す
る
も

の
で
す
が
、今
回
の「
簡
易
な
指
標
」で

は
、経
営
デ
ー
タ
の
記
入
フ
ォ
ー
ム
に
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分野

地域
活動

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

①

②

②

②

②

②

②

①

③

①

②

①

③

①

－

○

△

○

△

△

○

－

×

－

○

－

○

－

目標設定

計画立案

評価・改善

農作業記録

資材調達

コスト管理

強み把握

販路確保

付加価値

資金区分

財務諸表

労働環境

福利厚生

地域活動

項目 取組指標 選択肢 取組
状況

改善の
優先度

経
営
管
理

生
　
産

販
売・加
工

財
　
務

労
　
務

中長期的に目指す経営の姿を経営目標とし
て定め、家族・従業員等と共有している。
目標達成に向けた経営計画を立て、それに
従って営農活動を行っている。　
定期的に経営状況の確認・評価を行い、経営
改善を図っている。
毎日の農作業記録を書面で残し、作業の改
善に役立てている。
資材価格の比較・検討を行い、調達先を決め
ている。
生産に係るコストを常に管理し、収益の増加
を図っている。
他と比較して、自らの農産物の品質や特性
の強みを把握している。
複数の販路を比較・検討して販路を決定するな
ど、安定的な販売のための取組を行っている。
リスクへの備えをした上で、食品加工や直接販
売等による付加価値の向上に取り組んでいる。
経営のための資金と家計のための資金を明
確に区分している。
財務諸表を整備し、適切な財務管理や税務
申告を行っている。
家族・従業員の意欲を高めるために、労働環
境の改善に取り組んでいる。
家族や従業員を含め、必要な社会保険や労
働保険、公的年金等に加入している。
地域農業の発展に資する活動を行ってい
る。

① 明確な目標を立て、それを家族・従業員等と共有できている。
② 目標は立てているが、家族・従業員等と十分に共有できておらず、自分でもあまり意識していない。
③ 目標を立てていない。
① 文書化した経営計画があり、これを基に、営農活動を行っている。
② おおまかな計画はあるが、必ずしも計画を意識せず営農活動を行うこともある。
③ 経営計画を立てていない。
① 毎年、経営計画の達成状況を確認・評価し、次期計画の改善に結び付けている。
② 経営判断をしたり、問題が発生しそうな時には、経営状況の確認・評価を行うようにしている。
③ 経営状況の確認・評価を意識的に行ったことがない。
① GAP等に基づき、生産工程を適切に管理し、作業改善に結びつけている。
② 主な農作業については、作業内容や作業時間等の記録を残すようにしている。
③ カレンダーに記入したり、メモを残しておく程度できちんとした農作業の記録は付けていない。
① 複数の調達先を比較・検討し、価格・サービス等を総合的に判断して調達先を決めている。
② 他の調達先についても調べているが、調達先を変更したことはない。
③ 調達先について比較・検討をしたことがない。
① 機械の償却費や支払金利等も含め、すべての生産コストを把握し、その低減に努めている。
② 資材費等の直接的な経費については、生産単位（10a、1頭など）当たりで把握できている。
③ 生産に係るコストを自分で計算したことがない。
① 市場のニーズや消費者の評価を把握し、強みを活かした販売戦略の構築や商品開発を行っている。
② 強みは把握しているが、販売戦略には十分には活かされていない。
③ 強みが何かよく分からない。
① 複数の販売先を比較・検討し、総合的に判断して販路を決定している。
② 他の販売先についても検討したことがあるが、基本的には販路は固定している。
③ 販路を変更しようと考えたことがない。
① 付加価値の向上に取り組むとともに、食の安全や消費者の信頼に関わる取組を行い、リスクに対応している。
② 付加価値の向上に取り組んでいるが、食品事故等のリスクへの対応が十分とは言えない。
③ 付加価値の向上に取り組んでいない。
① 経営と家計の間の資金移動について、事業主報酬や給与の形で定額とするなど一定のルールを定めている。
② 経営と家計の資金を区分しているが、経営と家計の間の資金移動に特段ルールを設けていない。
③ 経営と家計の資金を区分していない。
① 貸借対照表を作成し、適切な財務管理を行っている。
② 帳簿を付け、青色申告は行っているが、貸借対照表は作成していない。
③ 青色申告に必要な帳簿を付けていない。
① 家族や従業員が意欲を持って従事できるよう、労働環境の改善に積極的に取り組んでいる。
② 農作業安全への配慮など、一定の労働環境の改善には取り組んでいる。
③ 労働環境の改善について、あまり関心をもっていない。
① 家族や従業者等すべてが必要な社会保険や労働保険、公的年金等に加入している。
② 必要な保険・年金に経営主は加入しているが、家族や従業員は加入していないものがある。
③ 必要な保険・年金のうち、経営主が加入していないものがある。
① 地域農業に関する活動で中心的な役割を担っている。
② 関係者とともに地域農業に関する活動に参加している。
③ 地域農業に関する話合いには最低限参加しているが、具体的な活動は行っていない。

記入例

○：早急（1年以内）に改善すべきもの △：２～３年以内に改善すべきもの
×：当面取り組む考えのないもの －：すでに優れた取組が行われているもの

番号 項目 取組指標 選択肢 取組
状況

改善の
優先度

4 ② ○農作業
記録

毎日の農作業記録を
書面で残し、作業の改
善に役立てている。

① GAP等に基づき、生産工程を適切に管理し、作
業改善に結びつけている。

② 主な農作業については、作業内容や作業時間等
の記録を残すようにしている。

③ カレンダーに記入したり、メモを残しておく程度でき
ちんとした農作業の記録は付けていない。

[ 現状と目標 ] [ 取組指標 ]

＜評価の例＞

[技術指標 ]

項目 単位 現状

農業従事者数
総労働時間
経営耕地面積
総売上
総費用
農業所得

人
時間
a
千円
千円
千円

3
5,800
1,620
26,743
22,056
4,687

[ 財務指標 ]

項目 単位

売上高借入金比率
生産単位当たり借入金

生産単位当たり農業用固定資産額

自己資本比率
売上高現預金比率

％
千円/10a

千円/10a

％
％

現状 評価

15
25

163

83
48

望ましい水準

0～100
0～130

0～130

30～100
20～200

項目 単位

米
小麦
ぶどう
米
小麦
ぶどう
全体 (

労働生産性

農業従事者1人当たり農業所得

生産単位当たり労働時間

売上高材料費比率
農業所得率

kg/10a
kg/10a
kg/10a
千円/10a
千円/10a
千円/10a
千円/10a
円/h

千円/人

時間/10a

％
％

現状 評価

495
421
667
68
43
103
78

4,611

1,562

25

18
17.5

指標値①
(主業農家の標準的な水準)

528
393
1,103
112
27
558
138
5,005

2,759

27

19
38

指標値②
(主業農家の上位20％の水準)

564
401
1,265
124
29
795
181
8,370

5,417

16

15
48

目標

3
5,200
1,800
32,000
25,000
7,000

指標値①
(主業農家の標準的な水準)

2
3,092
956

14,223
8,718
5,011

指標値②
(主業農家の上位20％の水準)

3 
5,080
2,073
29,939
18,188
11,093

土
地
生
産
性※

単
収

※品目別の指標は指標値①が全国平均の値、指標値②が上位20％の都道府県の平均値。畜産に関しては、飼養頭羽数当たりの生産性。 A ： トップクラスの水準（上位20％内）の項目
B ： 平均的な主業農家の経営を上回る水準の項目
C ： 平均的な主業農家の経営を下回る水準の項目
D ： 算出に必要なデータが把握されていない項目

○ ： 望ましい水準の範囲内にある項目
△ ： 望ましい水準の範囲外にあり、注意を要する項目
▲ ： 経営と家計の区分がされていない可能性のある項目

（取組の水準）

（時間）

①
優れた取組が
行われている

②
ある程度の
取組は

行われている

③
取組が
行われて
いない

現　在 1年以内 2～3年以内

1.
4.
8.
10.
12.
14.

目標設定
農作業記録
販路確保
資金区分
労働環境
地域活動

2.
3.
5.
6.
7.
11.

計画立案
評価・改善
資材調達
コスト管理
強み把握
財務諸表

9.
13.
付加価値
福利厚生

2.
7.
11.

計画立案
強み把握
財務諸表 

3.
5.
6.

評価・改善
資材調達
コスト管理

13.福利厚生

取組継続

改善改善

改善

デ
ー
タ
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

項
目
の
ほ
と
ん
ど
は
、認
定
農
業
者

が
作
成
す
る
経
営
改
善
計
画
や
税
務

申
告
書
の
記
入
項
目
と
共
通
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
参

照
し
て
記
入
す
れ
ば
、農
業
者
の
負
担

は
、そ
れ
ほ
ど
多
く
な
ら
な
い
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。

（
３
）指
標
に
よ
る
評
価
結
果
シ
ー
ト

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
記
入
す
れ
ば
、

自
動
で
計
算
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

お
り
、そ
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
農
林

水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

こ
の
評
価
結
果
シ
ー
ト
で
は
、図
２

に
示
す
よ
う
に
、三
つ
の
指
標
を
一
覧
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

技
術
指
標
に
つ
い
て
は
、営
農
類
型

別
に
主
業
農
家
の
標
準
的
な
水
準
や

主
業
農
家
の
上
位
二
〇
％
の
水
準
と
比

較
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

財
務
指
標
に
関
し
て
は
、税
理
士
や

金
融
の
専
門
家
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え

て
、望
ま
し
い
数
値
の
範
囲
を
示
し
て

い
ま
す
。

取
組
指
標
に
関
し
て
も
、チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
の
回
答
内
容
が
、立
体
的
に
再
構

成
さ
れ
て
示
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

金
融
機
関
や
行
政
で
の
活
用
も

こ
の
新
た
な
農
業
経
営
指
標
は
、農

業
者
が
み
ず
か
ら
の
経
営
改
善
に
取
り

組
む
意
欲
を
喚
起
し
て
も
ら
う
こ
と
を

狙
い
と
し
て
お
り
、ま
ず
は
認
定
農
業
者

が
み
ず
か
ら
の
経
営
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク

に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
金
融
機
関
や
農
業
団
体
・
行
政

機
関
の
関
係
者
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

農
業
者
の
日
々
の
実
践
活
動
や
将
来
性

な
ど
を
評
価
す
る
た
め
に
ご
活
用
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
と
し
て
は
、今
後
も
、指
標
自
体

を
よ
り
良
い
も
の
に
改
良
す
る
た
め
の

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。二
四
年
度

は
、農
業
法
人
な
ど
の
よ
り
高
度
な
経

営
内
容
に
対
応
し
た
指
標
の
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

農
業
経
営
指
標
が
よ
り
多
く
の
農

業
者
や
関
係
者
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。	

「
新
た
な
農
業
経
営
指
標
」に
関
す
る
情
報

●
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.m

aff.go.jp/j/ninaite/
shihyo.htm

l

●
問
い
合
わ
せ
先（
経
営
政
策
課
）

〇
三‐六
七
四
四‐二
一
四
三

インフォメーション・農林水産省からのお知らせ

図1　取組指標

図2　評価結果シート
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特
集
に
よ
る
と
、Ｉ
Ｔ
の
進
歩
で
営
農

も
自
動
化
す
る
時
代
の
到
来
が
現
実
味

を
帯
び
て
い
ま
す
。ロ
ボ
ッ
ト
と
聞
く
と

“
巨
大
で
人
型
”な
ん
て
考
え
て
し
ま
う

世
代
で
す
が
、今
も
未
来
を
感
じ
る
技

術
に
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
で
す
。田
植

え
の
水
田
が
無
人
―
そ
ん
な
風
景
も
い

ず
れ
当
た
り
前
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。個
人
的
に
は
表
紙
の
雰
囲
気
が
し
っ

く
り
く
る
の
で
す
が
…
。	

（
竹
本
）

最
近
、日
本
で
も
ワ
イ
ン
づ
く
り
が
盛

ん
で
す
。ブ
ド
ウ
に
は
土
壌
や
気
候
な
ど

栽
培
地
特
有
の
要
素
が
反
映
さ
れ
る
た

め
、産
地
ご
と
に
味
わ
い
が
違
う
そ
う
で

す
。ワ
イ
ン
が
世
間
一
般
に
も
定
着
し
た

今
、各
地
で
個
性
豊
か
な「
地
酒
」が
増

え
て
地
域
お
こ
し
の
導
火
線
と
な
れ
ば
、

農
産
加
工
品
の
市
場
拡
大
や
農
業
と
観

光
の
融
合
な
ど
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も

期
待
で
き
そ
う
で
す
。	

（
田
口
）

生
産
者
に
と
っ
て
消
費
者
の
言
葉
は
、

と
き
に
経
営
戦
略
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
ま
す
。「
変
革
は
人
に
あ
り
」で
ご

紹
介
し
た
内
山
社
長
は
、「
子
ど
も
た
ち

に
安
心
し
て
食
べ
さ
せ
ら
れ
る
豚
肉
を
」

と
い
う
言
葉
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
化
だ
け
で
は

な
く
、安
心
確
保
へ
の
取
り
組
み
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。消
費
者
の
声
が
届
く
生

産
現
場
だ
か
ら
こ
そ
、で
き
た
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。	

（
林
田
）

「
地
域
再
生
へ
の
助
走
」は
、特
別
編

と
し
て
、宮
崎
県
が
取
り
組
む
チ
ョ
ウ
ザ

メ
養
殖
の
リ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
し
ま
し

た
。
三
〇
年
と
い
う
歳
月
を
か
け
研
究

し
、中
山
間
地
域
で
の
養
殖
を
可
能
と

し
た
の
は
、研
究
者
や
関
係
者
の
方
々

の
熱
意
や
情
熱
が
あ
っ
て
こ
そ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。宮
崎
県
特
産
キ
ャ
ビ
ア

と
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
魚
肉
、ぜ
ひ
食
べ
て
み

た
い
で
す
。	

（
城
間
）

♠
四
月
号（
特
集
テ
ー
マ
：
植
物
工
場

ビ
ジ
ネ
ス
を
追
う
）は
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良

い
特
集
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

国
土
の
狭
い
日
本
は
、ア
メ
リ
カ
型

の
大
規
模
栽
培
で
は
コ
ス
ト
競
争
に
勝

て
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、こ
の
よ
う
な
大
規
模
・
低
コ

ス
ト
栽
培
は
日
本
で
は
や
っ
て
は
い
け

な
い
と
考
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、こ
の「
植
物
工
場
方
式
」

で
の
高
付
加
価
値
生
産
は
、日
本
に
適

し
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
成
し
得
ま

す
。さ
ら
に
、日
本
人
の
伝
統
で
あ
る

職
人
技
も
活
用
で
き
る
余
地
も
あ
る

の
で
人
材
も
含
む『
シ
ス
テ
ム
』と
し
て

輸
出
に
も
活
か
せ
ま
す
。今
後
の
関
心

を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
鹿
児
島
市　

吉
見　

満
雄
）

プ
ロ
農
業
者
た
ち
の
国
産
農
産
物
・
加
工
食
品
展
示
商
談
会

第
七
回

「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
東
京

二
〇
一
二
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
平
成
二
四
年
八
月
二
日（
木
）、三
日（
金
）の
二
日
間

場
所
：
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト 

西
２
ホ
ー
ル（
東
京
都
江
東
区
）

詳
し
く
は
、公
式
ホ
ー
ムペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.exhibitiontech.com

/afx/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、出
展
申
し
込
み
の
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
数
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
総
合
支
援
部
）

み
ん
な
の
広
場
へ
の
ご
意
見
募
集

本
誌
へ
の
感
想
や
農
林
漁
業
の
発
展
に

向
け
た
ご
意
見
な
ど
を
同
封
の
読
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
み
ん
な

の
広
場
」に
掲
載
し
ま
す
。二
〇
〇
字
程

度
で
す
が
、誌
面
の
都
合
上
編
集
さ
せ
て

頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
住
所
、氏
名
、

年
齢
、職
業
、電
話
番
号
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。
掲
載
者
に
は
薄
謝
進
呈
い
た
し

ま
す
。

［
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
先
］

〒一
〇
〇–

〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一–

九–

三

日
本
政
策
金
融
公
庫

農
林
水
産
事
業
本
部

Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
部

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三–
三
二
七
〇–

二
三
五
〇
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東日本大震災で被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。
日本公庫農林水産事業では、被害を受けた農林漁業者や食品加工・流通業者の皆さまからのご相談に的確に対応するため、
各種支援策を実施し、被災された皆さまの復旧支援に全力で取り組んでいます。

電話相談及び
相談窓口の実施

Ⅱ 主な地域の相談窓口

Ⅰ 対象となる方（注1）

Ⅱ 制度の概要

農林漁業者及び
食品産業事業者向け
特例融資制度

返済相談などへの
柔軟な対応

東日本大震災により
被災された皆さまへの支援策について

都県名

青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島

支店名

青森
盛岡
仙台
秋田
山形
福島

電話番号

0120-911-495
0120-911-539
0120-911-547
0120-911-498
0120-926-485
0120-959-046

都県名

茨城
栃木
群馬
千葉
長野
東京

支店名

水戸
宇都宮
前橋
千葉
長野
東京

電話番号

0120-926-427
0120-959-042
0120-926-481
0120-926-471
0120-911-598
0120-911-624

特例融資の内容 対象資金
1. 償還期限・据置期間の延長
償還期限及び据置期間を、制度上それぞれ3年延長

2. 実質無利子化
利子助成機関からの利子助成により、一定期間（最長18年間（林業のみ最長15年間））貸付利
率を実質無利子化（注2）

3. 実質的な無担保・無保証人融資
原則として、以下の取扱いとします。
●担　保 ： 融資対象物件に限る（運転資金の場合等は不要）
●保証人 ： 個人の場合は不要、法人の場合は代表者のみ

4. 融資限度額の引き上げ
（1）農林漁業セーフティネット資金（資金使途：運転資金）

残高通算で1,200万円（特に必要と認められる場合は年間経営費の12／12相当額又は粗
収益の12／12相当額のいずれか低い額）

（2）農林漁業施設資金（主務大臣指定施設）（資金使途 ： 災害復旧）
負担額又は1施設当たり1,200万円（漁船は7,000万円）のいずれか低い額

（３）経営体育成強化資金（Ⅰ「対象となる方」の１に限る）
≪再建整備資金（注3）≫
個人2,000万円（特認3,500万円、特定5,000万円）、法人8,000万円
≪償還円滑化資金（注4）≫
経営改善計画の５年間（特認25年間）において支払われるべき負債の各年の支払額の合計額
なお、本資金の貸付額の合計限度額は以下のとおり
個人2億5,000万円、法人8億円

（４）漁業経営安定資金（Ⅰ「対象となる方」の１に限る）
≪償還円滑化資金（注5）≫
対象資金に漁業近代化資金を加える等と共に、漁業経営安定計画の５年間（特認10年間）
において支払われるべき負債の各年の支払額の合計額と所定の金額から算出される額の
いずれか低い額

5. その他の制度拡充
借入金の一部を資本とみなすことができる資本的劣後ローンを創設

平成23年3月11日以降に発生した地震に起因する以下のいずれかの要件を満たす農林漁業者等
1.本人の被災が罹災証明書等で確認できる農林漁業者等
2.重要な取引先（出荷先、資材調達先等）の罹災証明書等が確認でき、かつ、その取引先の被災の影響で、売上の減少などが
一定水準以上になることを確認できる農林漁業者等

（注1）Ⅰ「対象となる方」以外で、原発事故による出荷制限、風評被害等を受けている農林漁業者等には、一定の要件の下でⅡ「制度の概要」の1「償還期限・据
置期間の延長」、4（1）「農林漁業セーフティネット資金の融資限度額の引き上げ」を適用します。

（注２）事業内容によっては、利子助成期間が5年になる場合があります。
（注3）制度資金以外の営農資金を借り受けたために生じた負債の整理に必要な資金。
（注4）農業の制度資金の負債を整理し、支払いを円滑にするために必要な資金。
（注5）公庫資金の負債を整理し、新たな漁船等を計画的に取得する内容を含む計画を達成するための資金。

【農業】スーパーＬ資金、経営体育成強化資金、
農業基盤整備資金、農業改良資金（３のみ）

【漁業】漁船資金、漁業経営改善支援資金、
漁業経営安定資金、漁業基盤整備資金

【林業】林業基盤整備資金
【農林漁業共通】農林漁業セーフティネット資金、

農林漁業施設資金
【加工流通】水産加工資金

Ⅰ 電話相談（事業資金相談ダイヤル）
平日のみ（9時から１９時）： 0120-154-505

平成24年6月1日現在

被災した皆さまからの返済相談については、個別の状況を踏まえ親身な応対と負担感の軽減に努めています。
［対応例］
●震災の影響により返済猶予のお申し出が遅れた場合でも、返済期日に遡って返済猶予の手続きを実施
●提出書類の簡素化（決算書提出の省略が可能など）

全資金

スーパーＬ資金



特 集

農林水産事業
http://www.jfc.go.jp/a/
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